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村井資長先生を偲ぶ
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｢日本石油百年史｣によると、日本石油は昭和
16年から22年まで札幌郊外の当別において草炭
（ピート）を掘り、草炭工場を建設した。村井
先生らは戦時下、この地で草炭の乾溜実験を行
い航空燃料の採取に取り組んでいた。
　この草炭地は、戦後、高橋さんという方に譲
渡され、今でもそのお孫さんの経営する高橋ピ
ートモス工業が草炭を掘り、商品として出荷し
ている。
　私は村井先生が草炭の研究をなさっているこ
とは学生時代から知っていたが、当時、草炭に
は全く関心がなく、草炭についての知識は皆無
であった。ところが、自分が日本石油に奉職
し、上記の百年史の記事を読み、たまたま後輩
に秋田出身者がいて、小学生時代、夏休みに草
炭を掘って乾かし、冬場の家庭燃料としていた
という話を聞くに及んで次第に草炭に興味を抱
くようになり、石油より埋蔵量の多い天然資源
（草炭）を一度見てみたいと思うようになった。
また、沙漠については、一般の人と同じで、涯
しない沙漠とはどんなものか、自分の眼で見て
みたいと思った。これが私の草炭研究会に入会
した動機である。
　村井先生は草炭研究会を設立するに先立って
北海道の草炭地や施設を視察し、また、フィン
ランドまで足を伸ばして草炭地と草炭を燃料と
する発電所や草炭を原料とする化学工場を見て
回り、さらに草炭の専門家を訪ねて、沙漠の緑
化に草炭を使うアイディアをぶつけてみたが、
誰も反対する人はいなかった。このことが先生
に草炭の研究を再開し、当面の目標を沙漠の緑
化に置くことを決断させたと言えよう。
　村井先生の先生は小林久平先生である。小林
先生の話はしばしば出てきたが、｢人のやらな
いことをやれ｣という小林先生の言葉はよく耳
にしたものである。
　村井先生がエジプトに行かれたとき、旧知の
吉村作治先生とともにナイル河の東岸から紅海
の間の地域を四輪駆動で走破され、この地を草
炭を使ってナツメヤシで緑化したいと夢を述べ
られ、それは30年のスパンを要する仕事である
と付け加えられた。

　平成５年に草炭研究会の事務所は新しくでき
た理工総研の建物に移った。ここは広々として
いて諸事便利であった。会員も増加し、活気が
漲った。村井先生は毎日のように出勤され毎年
開かれる「シルクロード沙漠緑化視察団」にも
自ら団長として参加し、文字通り陣頭指揮をと
られた。従って私との接触も多くなり、ポツリ
と話される幼少時の話や親戚の話しは、鹿児島
の士族の気風の家に育った私には別世界のよう
で面白かった。
　新疆のプロジェクトで、最初、実験地の面積
をいくらにするかで議論したとき、私は2ha が
適当と思っていたが、先生は20haを主張され
た。朝鮮の農場は2000haと聞いてこれも二度
びっくり、最終的には中国側と話し合って2ha
で収まった。先生との思い出は尽きない。
　平成12年、会長職を10年続けられた先生の足
腰は大分弱くなり、会長職を退かれて休養され
ることになった。私どもは数ヶ月に一度休養先
に伺ったが、その翌日は周囲がびっくりするほ
ど元気に振舞われたということを聞いてもっと
回数多く伺うべきだったと思っている。

村井資長先生の思い出
 草炭研究会　会長　藤田耕平
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　早稲田大学元総長「第10代」・名誉教授で草
炭研究会の創始者・名誉会長の村井資長先生は
肺炎のため平成18年３月31日にご逝去になりま
した。享年96歳でした。ご意思により近親者の
みにて密葬が行われましたが、５月７日には先
生の市川市中山のご自宅を中心とした幼稚園・
キリスト教会・日曜学校等市川市でのご活動の
ご縁の方々多数による追悼会がJR市川駅近く
の山崎会館で市川市長ご出席のもとに行われま
した。
　５月10日には早稲田大学主催、早稲田奉仕園
と草炭研究会および日本ビジュアル著作権協会
共済で歴代総長ご出席のもとに、大隈大講堂で
満席の参列者を迎えて村井資長先生とのお別れ
会が催されました。
　５月27日にはキリスト教関係で早稲田奉仕円
と恵泉女子大学の共催で追悼会が執り行われま
した。
　村井先生は明治42年11月22日北海道茅部郡石
倉村濁川の広大な日野西牧場で日野西長輝氏の
３男としてお生まれになりました。自然に恵ま
れた牧場でご家族と過ごしたご経験が後の教育
活動の原点となったことは先生のよく口にされ
るところでした。
　大正６年村井長輝の妹で明治天皇・昭憲皇太
后に仕えていた叔母日野西薫子が妻に先立たれ
ていた村井吉兵衛のもとに嫁いだことで日野西
家と村井家の関係が生じました。村井吉兵衛は
当時のタバコ事業で成功した新興財閥で、日本
専売公社にタバコ事業の営業権を譲渡した後は
村井銀行を経営し、朝鮮、台湾で農場やゴム園
などの事業を行っていました。
　大正12年叔母薫子の住む千代田区永田町の村
井吉兵衛宅に転居し、高千穂中学を経てここか
ら早稲田大学付属第２高等学院に通われまし
た。昭和８年早稲田大学理工学部応用化学科を
ご卒業になりました。村井吉兵衛氏は大正14年
にお亡くなりになりました。昭和２年には大恐
慌のため村井銀行は倒産し、すべての事業は閉
鎖されました。村井先生はご長男の義輝氏とと
もに薫子氏を助けて村井家の事業清算に当たら
れました。この若くして経験された苦労が後の

先生の人生に多大の影響を及ぼしたことは、先
生から時折お伺いしたことでした。
　昭和13年村井薫子の養女となっていた村井吉
兵衛の孫の禎子とかねてから決まっていた通り
婿養子縁組婚姻、村井資長と改姓したのです。
昭和16年には市川市中山の約２万坪の村井農事
試験場へ兄一家とともに転居しました。ちょう
どこの頃は先生は応用化学科の助教授となら
れ、先生の師である小林久平先生と共に草炭の
研究をされていました。
　私が始めて先生にお目にかかったのは、昭和
20年４月に当時の石油工学科へ入学したときで
した。石油工学科は応用化学科におられた山本
研一先生、大坪義雄先生とともに村井先生が主
になって設立された学科で、現在早稲田奉仕園
となっている区域にありました。そこのスコッ
トホールというキリスト教会の建物が教室でし
た。研究室は別棟で新築されていました。最後
の卒業の年に村井研究室で卒業論文のお世話に
なったのが先生との関係の始まりでした。卒業
と同時に就職しようかどうしようかいろいろ悩
んでいたとき、先生から進路が決まらないのな
ら研究室の助手にならないかとのお誘いを受け
たのです。思いがけない申し出に私は喜んでお
受けした次第であります。
　昭和24年には村井先生は自宅を開放して村井
幼稚園を開設しました。幼児教育に平和を愛す
る国際的な人間の育成を掲げ、キリスト教のア
メリカ人宣教師を迎え、教会活動・日曜学校等
を始められました。その頃私は大学の助手に採
用されていましたが、家が船橋市にあり先生の
お宅に近かったせいもあり、日曜日ごとにお手
伝いということでお伺いするようになりまし
た。この頃は学校では見られない先生の全人格
に触れるすばらしい時期で私の人格形成にも大
いに役立ちました。
　その後先生は大学の経営管理的役職を歴任さ
れ早稲田大学の当面する諸問題の解決に貢献さ
れ、大学のために大きな業績を残されたのでし
た。謹んでご冥福を祈ります。
 合　掌

村井資長先生を偲んで
 高宮信夫 　早稲田大学名誉教授
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　早稲田の応用化学では、卒論で藤井先生の研
究室に配属されましたが、その頃、村井先生は
大学本部でのお仕事が忙しく、研究室の行事で
御目にかかれる程度でした。
　何しろ、村井先生は、大学の中枢におられ、
しかも、藤井先生の先生ですので、当時学生で
した私どもにとっては、近づき難い、どちらか
と言うと恐れ多い存在でした。しかし、あると
き、初めて先生にお目にかかれる機会がありま
したが、その時の印象は、予想とは全く逆で、
私どもの話を良く聞いて下さる非常に誠実な先
生であることが、解りました。
　先生はその後、理工学部の学部長に就任され
ましたが、折りしも、過激な学生運動が吹き荒
れ、大学の校舎がバリケードで封鎖され、教育
研究活動が多大な影響を受けた時期でした。先
生は、常に学生との対話を重視され、話し合い
を通じてお互いの立場を理解して解決できると
言う強い信念を持たれておられたと思います。
先生は、活動家の学生達と話し合い、飽くまで
も説得を続ける姿勢を貫かれましたが、長時間
の討論で倒れられ、入院された事を覚えており
ます。その後先生は総長に就任され、益々多忙
になられました。
　漸く総長を退任されご自身の時間が出来たと
ころで、先生は昔から継続されておられた草炭
の研究を再開したい御意向を話されました。特
に、驚きますのは、先生が、それまでの激務か
ら開放され、既に80歳を迎えようとされている
御年齢で、草炭の研究の再開に非常に強い意欲
と、御意思を持たれておられた事です。通常
は、悠々自適の道を選ばれるのが、当然と思わ
れますが、先生の場合は、世間の常識など通用
せず、その強いご意志と情熱に今更ながら、先
生の偉大さを感じます。
　話は、前に戻りますが、私が藤井先生の研究
室に配属されて、まず印象に残っているのが、
おびただしい草炭のサンプル類でした。藤井先
生が、村井先生のもとで研究された、結果のサ
ンプルですが、その時初めて、草炭と言う名称
を目にしました。採集された草炭やそれを処理
したサンプルがガラスのアンプルに封入され、

きれいにラベルが付けられ保存されていまし
た。その後、応用化学には、小林先生以来の草
炭の研究の歴史があり、村井先生は、特に、お
若い頃からこの分野に興味をもたれ、熱心に研
究されておられた事を知りました。
　それが契機で草炭研究会が発足しましたが、
特に忘れられないのは、この会を始める頃に、
村井先生を始め現在の草炭研究会の皆様と行っ
た北海道の草炭の見学旅行です。
　村井先生を始めとする一行は、空路　稚内に
飛び、丁度、短い夏を惜しむかのように咲き乱
れるサロベツ原野の草花の中を、当時の三井東
圧肥料ピート工場を見学し、草炭の採掘現場、
精製工程などを見学しました。サロベツは、国
立公園の中にあり、日本では、数少ない非常に
良質の草炭を埋蔵していますが、近年　環境保
護の運動および、国の環境政策の強化により、
国立公園内での草炭の採掘が禁止され、残念な
がら、工場も操業を中止しました。サロベツ原
野での草炭の採掘精製を見学した後、近くの豊
富温泉で、旅の疲れを癒しました。豊富温泉
は、大変ユニークな温泉で、黒褐色の原油が、
お湯に混じっている温泉でした。最初はこの油
分が肌に張り付いて取れない感じで気持ちが悪
かったのですが、不思議に体は良く温まった事
を思い出します。
　村井先生は、もともと北海道のご出身で、御
生家は、広大な牧場を経営され、石油の採掘事
業なども手がけておられた事をその時の先生の
お話で始めて知った次第です。また石狩平野一
帯では、昔、日本石油が始めた草炭工場で、現
在は、高橋ピートモス工業が行っている、草炭
の生産状況を見せて頂きました。広大な北海道
で、釧路以外の主要な草炭の産地を総て見て回
った事になります。先生は、この旅を非常に楽
しまれ、後になっても強い印象をお持ちのよう
でした。先生が大学での要職から開放され、草
炭の仕事を始める意欲を新たにされた旅ではな
かったかと思います。
　先生のご冥福を心からお祈り申し上げます。
 （以上）

村井先生を偲んで
 坪井彦忠 

日本サイテックインダストリーズ株式会社
　企画開発部長
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森田義郎先生を偲ぶ
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　本年２月19日、我が恩師、森田義郎先生が87
年の御生涯を閉じられました。御葬儀の日か
ら、半年以上が過ぎ、こうして追悼文の御依頼
を受け、先生のお元気な頃のお姿を思い出しな
がら、改めて、悲しみを新たにしている次第で
あります。
　先生の学問的業績の数々は、我が国の燃料化
学界に、多大な御功績を残されました。それら
の詳細なお話につきましては、今更私ごときが
申し述べるまでもなく、研究者としての後継者
である菊地英一先生にお任せすることと致しま
す。私は、もう半世紀以上も昔のたわいない思
い出話を書かせて頂き、その中から、故森田義
郎先生のお人柄を皆様に感じ取って頂けたら幸
いであります。
　私が、新制になった本学応用化学科の３年に
編入した昭和24年当時は、学制の変動期の真っ
只中でした。新制応用化学科は、旧制の燃料化
学科と合併されたために、実験実習も、限られ
た設備の中でやり繰りしながら日々過しており
ました。新制と旧制の学制が混在する当時の学
内の雰囲気を今に伝えるのは非常に難しいこと
です。年齢の違う、経歴も違う、そして、それ
ぞれに戦争体験も違う若者達が、励まし合いな
がら、時にはぶつかり合いながら、新たな希望
に燃えて教室に集う、そんな毎日でした。
　私は、幸運にも卒論の御指導を頂いた、村井
資長先生の御推薦のおかげで昭和26年、新制大
学院の燃料化学専修の院生として、山本研一先
生の教室に入れて頂きました。そして、その
後、私が、修士論文の作成に当り、直接指導を
頂いたのが助教授に就任間もなかった森田義郎
先生でありました。
　当時、私の森田先生に対する第一印象と言え
ば、それこそ、フラスコとビーカーにしか縁の
ない真面目一本槍の方かと思っていました。と
ころが、日々、そのお人柄に触れていくにつれ
てそんな第一印象はどんどん変わって行きまし
た。先生は、当時、我々学生達に大変気を遣わ
れ、時々教員室ではなく、研究室で昼食を共に
されました。囲碁がお好きな先生は、学生達と
囲碁を囲んでは、今日はどっちが勝ったとはし

ゃぎながら和やかに微笑んでおられたのを今で
もきのうのように覚えています。また、囲碁を
知らない私のような学生にも気を遣って頂き、
私が旧制中学時代に水泳部に在籍していたのを
知ると、先生の方から戦前のベルリン五輪やロ
ス五輪の話題を振って下さったのです。そし
て、当時の日本代表選手の名前や記録を悉くそ
らんじておられ、こちらの方がびっくりさせら
れるほどでした。年齢も私よりも６歳年上で、
兄弟のいない私にとりましては、兄とも慕える
良き先輩でありました。
　修士終了後、家業を継いだ私は、毎年正月の
２日に、元住吉にある先生のお宅を年始の御挨
拶に伺うのが何よりの楽しみになりました。お
酒を召し上がらない先生が、奥様と共に、高価
なブランデーや日本酒でもてなして下さり、い
つも満面の笑顔で酔っぱらいの教え子と想い出
話に花を咲かして下さいました。
　私が先生に、直接お目に掛かったのは、平成
15年１月11日の「早燃会」の時が最後でした。
私も、気が付けば傘寿を過ぎ、友人や先輩を見
送る機会が増えるのも致し方ないこととはい
え、やはり、一番多感で苦労した時代を共に過
した方との別れは、その悲しみも、特別です。
これまで、森田先生に賜りました御恩に改めて
感謝申し上げると共に、先生のご冥福を心よ
り、お祈り申し上げます。
 合　掌

故森田義郎先生を偲んで
 百目鬼　清 

太平化成株式会社　代表取締役会長　　　　
（Ｓ26年新制１回卒・Ｓ28年新制大学院修了）
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　早稲田大学名誉教授、本会名誉会員の森田義
郎先生は平成18年２月19日午前６時７分、肺炎
のため87歳で永眠されました。在りし日のご活
躍を偲びながら、先生の永年にわたるご貢献に
感謝し、衷心から哀悼の念を捧げます。

　先生は大正８年２月８日、群馬県にお生まれ
になり、昭和18年９月に早稲田大学理工学部応
用化学科を卒業されました。同年早稲田大学専
任教務補助に就任され、故山本研一先生の下で
研究と教育に従事されました。専任講師、助教
授を経て、昭和36年４月早稲田大学教授となら
れ、平成元年３月定年退職され、４月に名誉教
授となられました。在職45年余の永きにわた
り、教育と研究に従事され早稲田大学のために
ご尽力くださいました。この間、優れた多数の
学生を育てると同時に多くの独創的研究を成し
遂げられました。
　先生は燃料化学の分野、特に石油の利用技術
に関する学理的研究に業績を重ねられ、工業的
にも多くの貢献をされました。初期の研究対象
は、多孔質酸化物の調製、物性、触媒作用の研
究であります。多孔質物質の吸着作用に関し
て、珪酸ゲルなどの表面親水性・疎水性および
親和力について研究されていました。石油の接
触分解では、多孔質固体酸物質の接触能を研究
し、高活性シリカ・アルミナ触媒を開発し、そ
の作用機構を明らかにしておられます。もっと
も大きな業績は、石油のガス化に関するもの
で、従前石炭から製造されていた都市ガス、水
素、合成ガスを石油から製造するための触媒化
学を研究され、学界、産業界のみならず、社会
に大きな貢献をされました。昭和27年から当該
研究を開始され、昭和35年には大規模な工業化
を達成され、燃料協会技術賞、日本化学会技術
賞などを受けておられます。その後、アルケン
やアルカンの酸化、ゼオライトによる固体酸触
媒反応、アルカンの水素化分解・異性化など石
油・石油化学分野に関する化学変換の研究で多
大な業績をあげられるとともに、一酸化窒素の
除去や触媒燃焼など環境問題の解決にも早くか
ら注目され研究を進めてこられました。さら

に、石油危機以後は、石炭のガス化や一酸化炭
素からの合成化学へも研究を展開され、のちに
文部省科学研究特別研究や重点領域研究におい
て指導的役割を果たされました。
　学外にあっては、石油学会会長、燃料協会副
会長として学界と業界とに多大の貢献をされま
した。これらの輝かしい功績により、先に述べ
た技術賞のほかに学術賞として燃料協会賞、石
油学会賞を受賞され、勳三等瑞宝章叙勲の栄誉
を受けておられます。
　石油のガス化では、東京ガスをはじめ多くの
都市ガス会社や水素メーカーと、また触媒燃焼
では家電メーカーと共同研究や技術指導を行っ
てこられました。石油化学の勃興期には、いち
早くこれをとりあげ研究され、その研究成果を
基に産業界でも指導的役割を果たされるなど、
当時の大学ではまだ希少であった産学連携にも
意欲的に取り組まれるなど、工学研究における
実学の重要性を強調される森田先生の見識に基
づく研究姿勢は、まさに小林久平先生以来の早
稲田大学応用化学科の伝統を実践されたと言え
ます。
　私が初めて先生にお目にかかったときは、教
授に昇任されて２年目の、応用化学教室では若
手教員のひとりでした。当時研究室は山本研一
先生と一体で運営されておりました。森田先生
は、常に山本先生を師と仰ぎ、ご自身の生き方
まで恩師の生き方に重ねあわせておられました。
しかしお二人の性格は対照的で、研究生にとっ
ては、山本先生が謹厳で厳格であるのに対して、
森田先生は温和で慈愛深い、と受けとめられ、
それぞれ父と母のように慕われていました。ま
た、森田先生は記憶力が極めて優れておられ、
在学生の名前や性格はもとより卒業生の消息に
至るまでよく把握しておられ我々が驚かされる
こともしばしばでした。これも教え子に対する
先生の深い愛情のあらわれであると思います。
　森田先生は責任感が大変強く、在職中しばし
ば大きな病に倒れても、努めて欠勤しないで教
育、研究を遂行するよう心がけておられまし
た。そして退職後も、また亡くなる直前まで早
稲田大学のこと、応用化学科のこと、そして研

（故）森田義郎先生を偲ぶ
 理事　菊地英一 
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　２月19日、突然の訃報に接し、その驚きが未
だ感触として残っております。月日の経つのは
早いもので、秋の初彼岸を迎えようとしており
ます。先生、安らかにお眠り下さい。
　私が先生に最後にお目に掛かったのは、昨年
の７月末でした。いつものように、家内と季節
のご挨拶に伺い、楽しくお話しさせて戴いたの
が最後となってしまいました。その２～３日後
に、体調を崩されご入院なさったことを、菊地
先生からお聞きし、心配しておりました。
　今年の１月に開催した早燃会（森田・菊地・
松方研究室の同窓会）にはご出席戴けなかった
ものの、来年、先生の米寿をどのようにお祝い
するか、などと話し合っていた矢先、訃報に接
することとなりました。「実に残念」の一言で
あります。
　私の先生との出会いは、大学２年のときの
「石油と石油化学」の授業に遡ります。先生の
講義に非常に興味が湧き、卒業実験も燃料化学
研究室（現　触媒化学研究室）を志望し、以来
30年以上の永きにわたり石油関連に関わりを持
つこととなりました。正に生涯の恩師に巡り会
えたわけで、深く感謝しております。
　私が研究室在籍当時、私たちにとって先生は
「大変威厳のある怖い方」でした。特に研究の
進捗報告では、私も注意深く言葉を選んで臨ん
でおりました。しかし、ひとたび話題がスポー
ツのこととなると、笑顔になり、過去の記録な
どを実に詳細に披瀝される先生であったことを
強く記憶に留めております。
　研究室の旅行では、熱海の双柿舎、湯西川・
会津への車ツアーなどでご一緒させて戴きまし
た。普段はほとんどお酒を召し上がらない先生
でしたが、旅先では私たちのテンションに合わ
せて陽気なお酒を楽しまれました。
　また、当時は東大の功刀・富永研究室との交
流会が企画され、野球・ボウリング・麻雀など

を楽しみ、その後の宴会では先生学生の区別な
く語らい、思い出深いものがありました。
　当時の私の役回りは、専らまとめ役宴会幹事
でしたが、ちょうどその頃、先生が還暦をお迎
えになるのを契機として、研究室ＯＢ会を作ろ
うというお話が大先輩の間で企画され、その学
生幹事としてお手伝いをさせて戴くことになり
ました。それにより先生とのつながりが一層深
くなりました。最初は「森田会」でスタート
し、先生のご退官後、「早燃会」に改称して続
いております。百目鬼清先輩（Ｓ26）や故田中
守先輩（Ｓ27）などが先頭に立って引っ張って
戴いたお陰で先輩後輩の交流の場ができまし
た。その中でも、先生は抜群の記憶力で全ての
卒業生を把握し、楽しそうにご歓談なさってい
るお姿が大変印象的でした。
　一方私生活でも大変お世話になりました。あ
るとき先生のお部屋から「湯本君、女性から電
話だよ」と声を掛けられました。後の家内なの
ですが、何ともばつの悪い思いを致しました。
そんなご縁もあり、卒業後２年目に結婚するこ
ととなったとき、先生に仲人をお願い致しまし
た。以来、奥様を含め家族同士で交流させて戴
きました。私たちの子供を孫のように面倒をみ
て戴きましたこと、決して忘れません。
　先生は、大正・昭和・平成の技術革新を肌で
ご経験なさり、特に燃料化学・触媒化学の分野
ではその先頭に立って私たちをお導き下さいま
した。今日の石油・石油化学の技術基盤をお作
り戴きました。これらを確実に受け継ぎ、更な
る発展を期すことが私たちの使命であり、先生
への恩返しと考えております。どうぞ天国から
も私たちにエールを下さい。
　今一度ここに、先生のご冥福を心からお祈り
申し上げます。
 合　掌

森田義郎先生を偲んで
 湯本　貢 

コスモ石油㈱　　早燃会 会長
　　　 （Ｓ51年卒・新制26回）

究室のことを気に懸けられておられました。早
稲田の応用化学科をますます発展させて、先生
にはご懸念なく、安らかにお休みいただけるよ
う、今後とも研究と教育に邁進する覚悟です。

これまでの長年にわたってご薫陶いただきまし
たことに深く感謝申し上げ、生前の先生の遺徳
を偲びつつ、ご冥福をお祈りいたします。



9

　2006年９月より、主任、同時に応用化学会副会長を拝命することになりました応化平沢です。思
えば、16年前、企業から大学に戻り、悪銭苦闘しながら、私なりに研究・教育に打ち込んできたつ
もりです。加えて、クラス担任、学内の委員会などを何とかこなしながら、アカデミアの世界に少
しずつ、なじんできました。応化会の棚橋純一前会長、石橋事務局長の下、応用化学会の総会時に、
フォーラム実践的ナノ化学（21COE実践的ナノ化学のRAや、研究室学生によるポスター発表、研
究室を公開するオープンラボ）などを同時開催する企画を立案し、OBが大学に足を運びやすくな
るように考えましたが、なかなか大きな変化が見えませんでした。そんな時、現在の里見会長の下
で、引き続き、庶務理事をさせていただきました。応化会の雰囲気が変わり始めたのは、活性化委
員会などボランティアの先輩諸氏が、活動し始めた時からのように思います。大学は往々にして、
大きな変化を求めないところがありますが、OBの皆様の献身的な努力で、いろいろな側面（会員
増強、評議員会の活性化、募金、奨学金、フォーラム講演会、学生とOBの交流、ホームページの
充実などの広報強化、学生への就職支援など）で、大きな変化がでてきています。OBの皆様の努
力には、本当に頭が下がります。このような活動を後の世代に伝承していきたいと思います。
　さて、2007年４月から、理工学部は、３つの学部（先進、基幹、創造）に再編され、応用化学科
は、先進理工学部の一学科として、リニューアルします。応化の武岡、常田先生は、同学部 生命
医科学科に移り、新しい研究展開を目指しますので、ぜひご支援をお願いします。また、大学院は、
応化専攻、ナノ理工学専攻、生命理工学専攻、生命医科学専攻と、学生にとっても多彩な選択が可
能になります。こんな追い風の中、不正受給という不名誉な事件も起こり、逆風もありますが、大
学としては、このような事件が二度と起こらぬような体制づくりを目指し、追い風にもしたいと教
員一同考えています。いずれにいたしましても、早稲田大学は125周年を迎え、全学的に新生早稲田、
そして新生応用化学科を目指しています。研究・教育の、いずれにおいても先進を目指す所存で
す。その中味については、応用化学科の高校生・受験生向けホームページ（http://www.waseda-
appchem.jp/）や、研究者向けサイト（http://www.appchem.waseda.ac.jp/）、さらには応用化学会
のサイト（http://www.waseda-oukakai.gr.jp/）をぜひご覧ください。このような状況において、
伝統ある早稲田応用化学会のご支援は不可欠です。応用化学会としては、OBの皆様が、会員であ
ることに価値を見出せる、またサポーター、ボランティアになりたくなるようなサロン、社交場を
目指し、OB、学生、教員がスクラムを組んで取り組んでいきたいと思っています。

応用化学科主任教授　平沢　泉

OB、学生、教員でスクラムを組んで

早稲田大学理工学部応用化学科　主任教授　本会副会長
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　３月22日（水）早稲田国際会議場・早稲田応
化会主催の第４回講演会が開催され、首題で講
演された。その全録を「早稲田応用化学会」
HPに掲載しました。本誌は抜粋編です。
詳細はHPをご覧ください。

→　http://www.waseda-oukakai.gr.jp/
何故、早稲田は女子医大と共同で新形態融合大
学院をつくるのか？
　早稲田大学白井総長と東京女子医科大学の高
倉学長は昨年の12月９日、「新形態の融合大学
院大学を創り、2008年４月融合大学院を開始す
る。」と発表しました。本論にはいる前に、何
故　そうするのか、お話したいと思います。
・医師が目の前の患者を治そうとして、治せな
い患者はどうするのか。将来治せるようにす
るためには、ハイテクを活用した戦略的な研
究が日本には絶対必要です。
・基礎研究の中で工学部は生体外での研究をそ
の領域としています。INVIVOというのは生
体内の実験です。動物を使ったり、動物の中
に埋め込んだりというのは工学部ではできな
い。また麻酔一つかけられない。一方、今の
医学部の基礎は病理、薬理、解剖等のバイオ
ロジー基礎に限られ、テクノロジーの基礎が
無い。米国はまさにここをカバーするフィー
ルドBiomedical Engineeringを創り、1970年
代から50以上の大学でもう学部や学科ができ
ています。
・米国は1990年リソグラフィと遺伝子を連携さ
せてDNAチップを創った。日本は遺伝子チ
ップがあってそれは面白そうだといって真似

はできるが、最初に考えるのは全部米国で
す。何故そういう事ができるかというと、既
にBiomedical Engineeringのフィールドでは
30年も40年も前から彼らはリソグラフィをや
りながら、遺伝子必修教育を受けている。新
産業の創出を目指して、新しいタイプの人創
りから始めています。
・日本の医療費は年間32兆円位使われている。
外貨獲得はわずか６％。医薬に関しては圧倒
的に輸入超過である。医療費をどんどん削減
していくと、患者に与えられる質が低下せざ
るを得ない。今　医療費が50兆円かかったと
しても、30兆円の医療費を外貨獲得できた
ら、我々は高度な医療を享受することができ
ます。ペースメーカは100％輸入です。なぜ
日本で作れないのか！

・奥島先生が総長、白井先生が副総長の時代
に、奥島先生に「早稲田大学は20世紀に成功
しました。それは大量生産とか物理を主体に
した工学テクノロジーが支えるところで、ソ
ニーがでて、カシオがでていろんな産業を創
って成功しました。21世紀はおそらくバイオ
のはずですから、早稲田大学は絶対抜け落ち
ます。何故抜け落ちるかといいますと、早稲
田大学にはバイオ系メディカル系が全く無
い。20世紀のままで、21世紀に突入したら、
新しいものが全くできませんよ。」と話をし
て、そのころから連携を開始、昨年末　融合
大学院開設の合意にいたりました。
・先日　東京女子医科大学の施設の方々が、こ
れ東京女子医科大学は東京女子医科大学、早

トピックス ①

応化会　第４回フォーラム講演会
̶ナノバイオインターフェイス設計による細胞シート工学の創生̶

東京女子医科大学教授
先端生命医科学研究所所長

岡野　光夫
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稲田大学は早稲田大学ということで、ビルを
分けてくれないと管理できませんという。私
は「私達は世界で初めてのことに挑戦するわ
けで、施設の人たちも　是非世界初の早稲田
大学と東京女子医科大学が交ざり合った中
で、どうやって管理運営するか検討してくだ
さい」と叱咤激励しました。そういう問題を
含めて、いろいろ複雑な問題を解決しなが
ら、医学と工学をどのように一体化して、新
しいテクノロジー、サイエンスを創っていく
かということに早稲田大学と東京女子医科大
学が今、取り組んでいます。

ナノバイオインターフェイス設計による
細胞シート工学の創生
・細胞は我々の体の最小単位である。血球のよ
うな浮遊している細胞は一個の細胞をきっち
りと取り出すことはできる。しかし、皮膚か
ら一個の細胞を取り出すには細胞と細胞の間
の結合蛋白質を酵素で切らなければならず、
細胞の表面が構造破壊された細胞しか取り出
せない。私は高分子を使って、細胞を付けた
り、付かないようにすることあるいは今日お
話しする細胞を増やした後に剥がすという研
究をはじめました。
・細胞を培養するにはその足場として、培養皿
にコンピュータで世界地図を投影して、海の
部分には光重合により親水性高分子を、陸地
の部分には疎水性高分子を表面固定する。こ
の技術は、小さなチップの中に、ミニの肝臓
を１万個つくれれば、一万匹のラットの毒性
実験に対応するデータを一つのチップでやれ
ることを意味している。2007年からヨーロッ
パでは化粧品開発には動物実験をさせないと
言い出していて、むしろ直接に人間で評価せ
ざるを得ず、細胞とか組織を使って評価する
テクノロジーを早急に開発することが必要で
す。
・ある時から分子生物の世界ではノーベル賞が
毎年のようにでるようになりました。ワトソ
ンやクリックが情報という概念を入れたので
す。私は構造と機能、情報の３つのコンセプ
トをコントロールする重要性を意識し、何か
スイッチして構造を変え機能を変えられるよ
うな物質をつくりたいと若い頃から考えてい
ました。ここにポリイソプロピルアクリルア

マイドという高分子があります。非常に面白
い高分子で、低温の方（32℃以下）では、水
和し、その高分子鎖は引き伸ばされていて、
水に溶けているが、32℃のところで相転移が
おこる。これはこのイソプロピル基がアミド
基を介して主鎖に結合し、モノマー単位でＮ
個つながっているのですが、これが疎水性水
和といって、イソプロピル基が水の方に向か
ってむき出して、不安定な構造をとってい
る。32℃のところで、分子運動が大きくなっ
て、非連続的に凝集して、沈殿をおこす。こ
の表面のハイドロフィリック⇔ハイドロフォ
ビックの特性を温度という信号で自由にコン
トロールできることに注目し、研究をはじめ
ました。37℃の疎水性のところで、細胞は付
くはずですから、細胞を接着させ、そして温
度を下げて、脱着させるということを考えま
した。最初は37℃でも細胞が接着せずうまく
実験は進みませんでした。適切な表面の厚さ
を探しているうちに、40nmから20nm程度に
薄くすると、37℃で細胞が初めて付いて、殖
えて、殖えた後、温度を下げて脱着できるこ
とを見つけたのです。何故そんな表面ができ
るのか？　ポリスチレンの上にポリイソプピ
ルアミド（PIPAAm）をコーテイングした
構造のPIPAAｍの厚さを解析することがで
きる。レーザーで表面をAbradeしていくと、
ショット数６回のところで、ポリスチレンが
露出する。露出は色素が付着して赤色になる
ので、判定できる。因みに、ＰIPAAｍには
くっつかない。トフシステム（TOF-SIMS：
飛行時間型二次イオン質量分析法）で調べる
と、表面はイソプロピル基で覆われていて、
レーザーのショットを増やしていくと、だん
だんイソプロピル基が消え、下地のポリスチ
レンがではじめる。ちょうど6回ほどかける
と、完全に下地がでる。そこで、そのポリイ
ソプロピルアミドの厚さをAFM（Atomic 
Force Microscope）により測ると15から29
ナノメータというふうに測れる。
・従来の再建医学及び再生医療工学：自分の体
中の他の組織を移動して治療する方法はデイ
フェクト（Defect）ができる。ハーバード大学
のバカンテイ先生は、テレビの中で、軟骨細
胞からできている人間の耳が鼠の背中に作れ
るというのを見せて、アメリカ中で注目され
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た。もし、細胞を増殖させて組織が作れれば、
軟骨を細胞から耳や指を再生させて治療がで
きることになる。ハーバード大学泌尿器科の
アタラ教授は、最近他の大学へ移ったが、体
の中で溶ける高分子・ポリ乳酸とグリコール
酸の共重合体をつくって、細胞をその中に入
れて膀胱を作り、再生治療を行っている。ハ
ーバード大学に留学し、帰ってきた東京女子
医科大学の新岡先生は、ポリ乳酸とグリコー
ル酸から作った高分子の中に血管の細胞をい
れて、子供の血管の治療に使っている。とこ
ろが、こういう再生の血管にすれば、生分解
性の高分子が溶解後に自分の細胞に置き換わ
っていくので、成長することのできる血管が
作れ、彼はおよそ40件の臨床をはじめていま
す。しかし、細胞というのは結合組織といっ
て、蛋白など分泌するので、細胞がびっしり
詰まったようなものがなかなかできない。
・細胞工学及び組織工学への取り組み：心筋の
細胞を入れただけでは、拍動する心臓の筋肉
はできませんが、細胞のシートの三次元化に
より、全く新しい組織ができるようになり、
その解決策になりそうです。細胞と人工材料
の相互作用をずっと研究してきています。人
工物の表面には細胞が付いたり、付かなかっ
たりする。親水性の高い表面にすると、細胞
は付きにくくなる。ところが、付いたものは
どうなるか。細胞の形が丸い形から扁平にな
って殖える。細胞は生きているので接着の後
に自分で代謝エネルギーを使ってその形を変
えて殖える。脱着Deadhesion（筆者提唱概
念）はATP関与ではずれるということを見
つけて、その論文を幾つか書きました。我々
は温度を下げて、接着蛋白と膜蛋白を保持し
たまま、剥がすことに成功しました。この方
法では圧倒的に高機能の細胞が採れるから、
いろんな治療をやる事ができる。細胞シート
の作製にはPIPAAmによるインテリジェン
ト表面（20ナノメータオーダの温度応答性表
面機能）を活用して、37℃で細胞培養、温度
を下げて脱着し、損傷のない細胞を取り出す
ことに成功しました。ここで、もう一つ重要
な事は、酵素を使うと、細胞と細胞の間が切
断されると同時に、細胞の片面にある接着蛋
白があるものの、ファイブロネクチンとかラ
ミニンファイブという蛋白を細胞は自分で分

泌して、培養皿表面に接着していて、温度低
下でそこの下が親水性に変化し、細胞が剥が
れるから、蛋白を保持しているので、これが
まさに糊になって、スコッチテープのよう
に、べたべたといろんなものに貼り付く事と
なります。
・今私の研究室には眼科、口腔外科、循環器の
内科と外科、消化器科、泌尿器科、内分泌科、
形成外科、整形外科など30数人の医師が集っ
ています。彼らは今、皮膚、角膜、網膜、歯
根膜、心筋、肝臓、腎臓などを作っています。

細胞シート工学の臨床事例
・角膜上皮細胞移植で、角膜患者を現実に30人
ぐらい治しています。
・歯周病といって、歯と歯茎の間から歯周病菌
が入って来ると、歯根膜がやられてきて、菌
がぐらぐらして抜けてしまう。歯根膜細胞を
とってきてシートを作り、歯の表面に貼り付
けて安定化させるという治療をはじめていま
す。

・通常食道癌は三箇所（首、胸、腹）を切る。
私が考えているのは内視鏡的上皮切除術
（ESD）といい、口から小さなナイフを入れ、
ファイバースコープで上から診ながら癌を可
視化しておいてそれを切除する手術です。
・肺の一部を切り取ると空気がもれてしまう。
そこに、細胞シートを２枚移植すると、内側
から空気がもれないようにすることができ
る。肺癌のところを積極的に大きく切ってそ
の後に細胞シートでシールすることが可能と
なります。
・肝臓もできます。私はいままで肝臓をいろん
な部位で作ってきました。大きな肝臓をその
まま作るのではなく、皮下に異所的に作ると
いうことをやっています。皮下にヒトの蛋白
を分泌するヒト肝細胞を移植し、ヒトの蛋白
を免疫染色すると、ヒトの蛋白がでているこ
とがわかる。これは細胞シートが一層で移植
されている。ここにヒトアルファアンチトリ
プシン（Human α Anti Trypsin）をヌード
マウスに移植すると、マウスの血液中にヒト
の蛋白がずっとでつづけているのがわかる。
ヒトの肝細胞をヌードマウスのなかで活かし
つづけることができる。このことは、血友病
の患者は凝固因子Ⅶ、Ⅷ、Ⅸが欠損している
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から、血しょうの補充療法ではなくヒトに肝
臓細胞を移植して再生治療を行う根本治療が
可能であることを示しています。
・これは心臓の細胞で、拍動かしている。それ
ぞれの細胞が別々に動いている。接触してく
っつくと同期して拍動する。細胞間にGap 
Junctionといって、イオンが透過するチャン
ネルができ、それぞれの拍動が同期すると、
シートの上にシートを乗せているが、別々に
動いていた細胞シートがあるところでつなが
り拍動が同期する。目で見えて動く心筋をつ
くれるというのは我々が世界ではじめてで、
2004年にNatureがNews Feature で我々の研
究が紹介された。
・現在、大阪大学第一外科澤芳樹教授と心筋パ
ッチ（心筋シートの積層化させたものを利
用）によって心筋梗塞の新しい再生治療につ
いて共同研究を開始している。心筋梗塞のモ
デルを心臓の冠動脈を結紮して作る。２週間
経つと心臓の血液の拍出率は低下するのでこ
の時点で２積の心筋細胞シートを梗塞部位に
貼り付けて移植する。すると２週間後には動
きが悪くなっていた心筋が良く動くようにな
っているのが超音波ドップラーで観測するこ
とができる。すなわち、移植した心筋細胞シ
ートが血管を誘導するサイトカインを出して
梗塞部位に毛細血管を再生させたことによる
と考えられた。この方法を用いれば、細胞を
用いた再生治療で多くの患者を救うことが期
待できると同時に、治療が不可能であった重
傷心不全患者を治療できる可能性がでてきた
ことを意味しています。
・今、医学部でいろんなフィールドの人達と一
体になって細胞シートで再生治療を研究して
います。おそらく医療革命が出来るのではな
いかと信じていますし、若い人達が従来のタ
テ型の枠組みを超えて新しい医療に向けてが
んばってやっております。どうもながい間ご
清聴ありがとうございました。（完）

質疑応答
質問Ⅰ：先生の研究により、ES細胞の研究は
必要なくなるのではないでしょうか。

回答：再生医療のためには、一つはES細胞を
含む細胞ソースの研究領域があり、もう一つ
は細胞シートエンジニアリングを含む組織工
学の領域があり、両方が必要です。

質問Ⅱ：日本は今倫理委員会でOKがとれはじ
めているということですが、アメリカと比べ
て、日本の倫理委員会の状況はいかがですか。
回答：恐らく米国と日本が世界で最も厳しい国
ということがいえます。ご指摘のようにアメ
リカと日本は非常に厳しく、特にエイズで役
人が罰せられるという問題がありましたか
ら、役人達は患者を治すよりも、自分に落度
をなくすることが主体となりますので難しい
問題です。（完）
質問Ⅲ：先生、この写真（スクリーンのスライ
ド）を追いかけておられますが。
回答：この子供は今自分で注射をしています。
この子供は生まれつきの先天的な糖尿病の患
者です。自分でインシュリンを出せない。こ
の子供には自分で自分を守ることを徹底的に
教育して、今このように大きくなったのです。
こういう子供に、さきほどから言っている膵
臓の細胞をちゃんと体の中に移植できれば再
生治療ができます。根本治療ができます。こ
ういうことの実現は難しい難しいといってい
るのではなく、若い人たちがこういうサイエ
ンスにチャレンジしていくことが重要です。
・先生や先輩が作り上げたフィールドは重要で
すが、ただ先生や先輩がやってきたフィール
ドを後ろから追いかけて、やりのこしている
ことをより精密にしていくというアカデミア
の教育しか日本ではできていないように思わ
れます。もう一度若い人達が挑戦する環境造
り！早稲田という大学はそういうことをちゃ
んと教える大学であるはずだ、と思っており
ます。（爆笑）

以上

略歴：1974年早稲田大学理工学部応用化学科卒業（新24回生）、　　　　　　　　
1979年博士課程後期修了、工学博士（高分子）、2005年第２回江崎玲於奈賞受賞。
現在：米国ユタ大学客員教授、早稲田大学客員教授、日本組織工学会理事長、
日本炎症・再生医学会会長
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日時・場所：2006年7月7日　55号館　Ｎ－１　大会議室
　　　講師：大林秀仁（おおばやしひでひと）氏
　講師略歴：1967年（昭42）応化卒（新17）。
　　　　　　1969年 修士課程修了　日立に入社後早大応化で工学博士。
　　　　　　現在　㈱日立ハイテクノロジーズ（日立ハイテク）
　　　　　　代表執行役　執行役専務　兼　取締役
　　　　　　早大応化会理事　IEEEフェロー
　　　演題：「日立ハイテクの事業展開」
　　　　　̶ハイテクソリューション事業のグローバルトップを目指してー

（文責：当日の書記担当、田嶋（交流委員長））

講演会報告

　平林浩介交流委員の司会で、里見多一応化会
会長挨拶、岩井義昌交流委員による講師紹介を
経て講演が開始された。参加者は80名を超え内
40％が学生、更に教室から清水主任教授ほかの
出席を得た。その後の懇親会も講演の感銘を引
き継ぎ盛り上がった。
　講演の経緯を述べる前に総括を行なう。
　講演は会社紹介、世界に冠たる製品群、その
一つの開発を自ら主導された事例、最後には求
められる人材に話が及び〈可愛げのある人〉を
資質の一つに挙げておられた。
　今回の講演はなんと言っても講演者自らが世
界シェアーNo.１の製品開発を完成させたプロ
セスがそのままグローバルトップを目指した会
社の発展に繋がっている実体験による話であり
そこにしかない迫力を持って学生には勿論O 
B、教員にも参考となり示唆に富む話であっ
た。
　以下話の順に要旨を纏める。

講演要旨
・入社後、従事した事業部門（無機材料、半導
体プロセス、電顕、コンピューター、研究企
画、経営）と勤務場所（国内、アジア、欧

米）を示し“会社では色んな事をやらされ
る。卒論の延長上の仕事が続く事は稀でフレ
キシビリティーが無いと続かない”と先ず学
生に強く示唆。
・上記、演題に示した企業ビジョンと事業方針
を述べた後会社を紹介
　東京本社、国内は那珂ほか、海外24カ国73ヶ
所で事業展開し05年度　売上8890億　経常
361億。自社品は売上で28％だが利益の71％
を占める。
　これが人と技術を資源に市場先取りの
Best-Solutionを提供する企業ビジョンと事業
方針と繋がる。

（１）主要製品の話に先立ちLSI検査ニーズ、
Life Science製品につき解説する。

・LSIの検査ニーズ
LSI工程は500もある。各行程の歩留まり99
％では最終収率は０である。
ここにプロセスモニターの重要性があり、各
ステップ毎に確認し次工程へ行く。
LSIパターンの寸法精査、欠陥の検査、解析
等の他　ゲートリーク等多岐にわたる。
・Life Science　製品
「バイオ」　DNAシーケンサー、蛋白解析シ
ステム、液体クロマトグラフ等がある。

トピックス ②

第5回講演会・懇親会　報告
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DNAシーケンサーはヒトゲノム解析の完成
を早めたが当社の製品が果たした役目は、特
に宣伝はしていなかったが実に大きい。
「医療」　広く健康診断などでお馴染みの装
置、システムである。
生化学自動分析装置（血液からの酵素反応）、
免疫自動分析（ＨＩＶなど、抗原抗体反応）、
心臓磁気計測システムなど。

（２）主要製品 ナノプローバと心磁計。
「ナノプローバ」　半導体デバイスの配線・
コンタクトに直接プローブを接触させて　１
トランジスターの電気特性を直接評価するプ
ローバである。
S-RAM　１ビットの回路にプローブが接す
る様子がチラッと示された。
この装置は世界初のSEM式ナノオーダー　
プロービングであり世界に競合が無く日立の
強みである。
「心磁計」　着衣のまま、非コンタクトで検
査できる。心臓の自発磁力を測定するので放
射線や電磁場などを加える必要も無いから患
者の精神的負担も少なく安全であり手術後の
経過観察や妊婦や幼児、胎児にも適応できる。
64チャンネルの超伝導磁気センサーを備え心
臓の電気生理学的マッピングが10秒で完成。
（センサーはHeで４Kに冷却）。そのマップか
ら電気生理学的変化やその部位が判り例えば
心筋梗塞の予知に威力。地磁気の100万分の
１と言う極めて微弱な磁気を扱うので磁気シ
ールド部屋で測定する。
世界初の製品であり以下の大賞を受賞した。
・2004年R&D100Awards 
　米国R&D Magazine社
・日刊工業新聞社2004年　10大新製品賞

（３）製品開発事例
測長SEM開発を取り上げたい。
これは研究から先端商品へ成功した事例で自
分が35歳の時から３、４年かけて行なった。
日本のメモリービジネス発展期の80年代初
頭、回路パターンは微細化しその検査は従来
の光学系顕微鏡では対応できなくなってい
た。日立グループでは電子顕微鏡技術を応用
した計測装置「測長ＳＥＭ」の開発をスター
トさせた。

日立中研では１M DRAM開発プロジェクト
があり試作品の動作確認を迫られた。
測定器に70年代後半に64KB DRAM用に使っ
ていたNikon Lampusを用いてみたがバラツ
キガ大きく分解能の限界であった。
代替テクノロジーを見渡すと以下の3つ。
・SEM
・Topographiner（動作が遅く採用しなかっ
た）

・メカニカル測定（コンタクト式でウェーハ
を傷つけるので採用しなかった）

　所期の目的達成のため、何が使えるかを精
査の上選択するのが重要である。
　電子顕微鏡による測定では、高加速電圧電
子によるサンプルへのダメージ、帯電による
像障害が課題であった。低加速ＳＥＭなら回
避できるが分解能が低下し使えない。
　日立独自のField Emission（電界放出型電
子源）を使えば高輝度であり、低加速でも高
分解能の画像を得ると言う最先端技術をコア
ーとし測長ＳＥＭ開発に成功した。
　新しい物には顧客は多くの懸念をつけてく
る。これらをクリアーしないと採用は無い。
　ＦＥ電源を使って低加速電圧測定をすれ
ば、サンプルへのダメージは少なくして高分
解能画像を得られる事を立証し世界を独占し
た。

測長SEM WG（Working Group）について話
す。これが成功の鍵であった。
・出席者は　主任技師以下。部長は外部からの
雑音のバリアーになってもらった。

・中研、事業部　２本の設備開発Projectの共
通管理。
・開発会議を開発に関係しないユーザー工場で
1回／月、完成まで毎月実施。
・議題は　①　開発の進捗管理
　　　　　②　電子線測長の基礎データー及び

デバイスへの応用データ-蓄積
年次 '83 '07
分解能 20nm 1.8nm
スループット ８枚 65枚
ウェハー300mm換算 （≦4） （58）
出荷台数 '06／３で累積3,300台
世界シェアー（％） 　〃　　70％　　　
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この過程で技能の伝承向上を重視　技能オリン
ピックに積極参加させた。
'02～'05全国大会では24名中20名が受賞、世界
大会でも金メダル獲得。
この結果が2005年物作り日本大賞受賞に。

職場の安全努力に対して2003年総理大臣賞
職場の快適化（ワークプレイス改革）実績に対
して2005年日経ニューオフィス賞。
最後に求める人材̶グローバル人材に付いて話
したい。
　物怖じしない人
　・自分の見識を持つ。
　・新しい環境に即応。
　・コミュニケーションツールを持つ。
　信頼される人
　・分野に卓越した物を持つ。
　・約束を守る。
　・意見をはっきり言う。
　ビジネスができる人
　・決断ができる。
　・Win-Win。
　・相手の文化をわかる。
　・「かわいげ」がある。
技術、だけでなく、ビジネス、人間が好きな人。

本題のご講演は以上であったが募金について協
力依頼を述べられて講演を締めくくられた。

主な質疑

１）（OBより質問）32ナノに対する対応はいか
に？

＊対応可能である。連続性を重視した設計思
想で３世代先を見据え開発している。

２）（OBより質問）日本の半導体メーカーの先
行きは？

＊80年代の元気さが90年代に落ち込み今は見
る影が無い。

　勝ち組みは世界ではインテル、韓国だが設
備投資は2－3000億円／ライン（300φ）

　容易な投資ではなく集約に向かうだろうが
日本が勝って欲しい。

３）（３年の学生より質問）研究開発、商品化
の実体験のお話で大変為になった。

　「望まれる人材」は良いお話しでした。「か
わいげ」とはユーモアの事ですか？

＊ユーモアもそうだが、それだけではない。
憎めない人でしょうがないなと思わせる人
である。基本は、相手を人間として尊敬す
る姿勢にあると思う。

以上
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導電性高分子の次は磁性高分子？
　電気を伝えないと考えられていた有機高分子
に導電性をもつものをつくり出そうと、同窓大
先輩である神原 周先生のもと東工大を中心に、
本学の土田 英俊先生も加わり、70年代に研究
が展開され、結果として白川 英樹先生のポリ
アセチレンに到った（本年は神原 周先生の生
誕100年）。導電性高分子ができたのなら、磁性
をもつ高分子を合成することはできないもの
か。導電性高分子の次を目指して、このテーマ
に取り組んだ研究者は少なくなかった。有機化
合物に磁性をもたせることは、機能性高分子研
究、有機材料の開発にあって未開拓のまま残さ
れたフロンティアだった。
　磁石になるのは自由電子を持つ金属などの特
性であり、有機高分子は元来磁気的な活性はも
たないとされてきた。有機分子がもつ電子はす
べて対をなしており、上向き･下向きそれぞれ
のスピン磁気モーメントが互いに打ち消し合う
結果、磁性は生じない。それが常識だった。し
かし、単結合と二重結合が特定の様式で交互に
重なったp共役系高分子の一部では、分子内に
多数の不対電子が残存し、それらのスピンを同
じ方向に配列させうることが理論的に予測され
るようになった。
　80年代後半より多くのグループが研究に着手
したが、だんだん撤退してしまって、とうとう
現時点ではわれわれと、米･ネブラスカ大のラ
イサ教授のところだけとなってしまった。この
ような研究の現状は、理論的に予測された高分
子化合物を実際に合成し、機能性材料とするま
でがどんなに困難かの一面を示している。

ラジカルポリマー合成に取り組む
　白川 英樹先生はつねづね、磁性有機高分子
について次のように語っている。｢ここ数年、
強磁性の合成化合物をつくろうという試みがあ

って、できたのできないのと新聞をにぎわしま
したけれど、それには自由電子の代わりにやは
り自由電子と同じような孤立している電子が必
要で、しかもなお、スピンの向きがそろってい
なければならない。これが非常に難しい問題な
んですね。…｣（白川 英樹『導電性高分子から
何がみえるか』三田出版会、1990年刊より）
　「非常に難しい問題」である磁性をもった高
分子を作り出すには、どのような分子設計と方
針が必要なのか、簡単に説明する。
　有機分子を磁性体にするには、対をなさない
電子を多数もつ高分子、すなわち「ラジカルポ
リマー」を合成しなくてはならない。その第一
歩は、不対電子を持つラジカル分子を扱うこと
だ。だが、ラジカル分子は反応中間体として存
在することが多く、寿命が短い。単離すること
も難しく、一般にはきわめて扱いにくい分子で
ある。しかし、この種の分子を安定化させる方
法が２つあった。
　その一つはラジカルをp共役系のもつ電子雲
に組み込む方法、もう一つは置換基をつけて立
体的に保護してやる方法だ。このいずれか、ま
たは２つの方法の組み合わせによって、扱いに
くいラジカルの高分子もどうやら安定的に取り
扱える目途がついた。
　特定の様式で規則正しく連結したp共役系の
ラジカルポリマーなら、多数の不対電子をもつ
うえ、そのスピンが同方向にそろうため、ポリ
マーは強磁性をもつことが予測された。特定の
連結様式とは、共鳴によって不対電子が消滅し
てしまうケクレ構造を持たず、必ず不対電子を
保持する非ケクレ構造の分子であって、なおか
つ不対電子を含む分子軌道同士が重なり合って
安定的にスピンがそろう条件を満たす構造をも
つことだ。このタイプのラジカルポリマーであ
れば、重合度が高くなるほど強磁性になり、ま
た、ポリマーが２次元あるいは３次元の広がり
をもつほど磁性が強まる。分子設計の基本方針
はこうして決まった。

トピックス ③

ラジカルポリマーのマジカルパワー

西出宏之

早稲田大学理工学術院応用化学科・教授。　　　　　             
新20（昭45年卒）
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　しかし、実際にこんな構造のポリマーを合成
することは予想を超える難題だった。触媒や縮
合、酸化条件を幅広く探りながらノウハウを手
にし、他グループに競り勝ち生き残る…。「腕
力のいる合成努力と熱心な実験の積み重ね」に
よる精密な高分子合成が必要なうえ、不純物の
除去も予想外に難しかった。「先生、磁石につ
きました、と学生たちが言ってくるのですが、
実は空中に舞っている目に見えない鉄の粉を拾
っているなど…」。実験を始めた頃にはこんな
事態も経験した。磁性が実現してもそれは金属
に比べたらはるかに微弱なものだ。その弱い磁
性をどのように測定し、評価するかにも、デー
タの集積と解析法の開拓に時間を要した。

誕生した造りこめる有機ナノ磁石
　このような基本的な分子設計を踏まえたうえ
で、室温で安定であり、かつ開放条件下でも取
り扱えるラジカルポリマーを標的にわれわれは
合成を進めてきた。90年代終わりに米国のネブ
ラスカ大グループが強磁性の有機高分子を創成
していたが、その磁性はきわめて低い温度で認
められるものだった。室温大気下で取り扱える
ラジカル種なら、特別な装置もいらないうえ、
他の研究者が容易に追試することができる。
　われわれは、フェノキシルラジカルやアミニ
ウムラジカルなど側鎖に不対電子を持つ「ラジ
カル側鎖型ポリラジカル」をターゲットとして
合成を進めることにした。安定なラジカル側鎖
がp共役系の主鎖についたタイプの分子が－頭
－尾－頭－尾－と整列した構造をもつポリマー
である。この方針のもとに、目的に応じて側鎖
と主鎖の組み合わせを変えることによって、各
種のラジカルポリマーを合成することに成功し
た。その代表的なものがポリフェニレンビニレ
ンアニシルアミニウム（図１）である。

　誕生したラジカルポリマーは、分子量が数千
～数万、数nmから数十nmの大きさを持つナノ
スケールの｢磁石｣である。２次元あるいは３次
元の網目構造を構築することによって、強固な
スピン整列が実現する。ポリマーの分子量や形
状しだいで、多様な強さの磁性を発現できるの
が、この有機磁石のユニークな点といえるだろ
う。
　無機の磁性材料に比較すると、磁性の強さや
保持力は比較にならないが、有機磁性体特有の
メリットの一つがこの多値表現である。重合度
が高くなれば磁性は強くなり、スピンひとつひ
とつを積み上げるかたちで磁性の濃淡を表現す
ることができる。無機材料の磁性が0か1かの二
値表現であるのに対して、興味深い点だ。誕生
した高分子磁石の磁力をどうやって読み取る
か。この課題は、MFM（磁気力顕微鏡）の明
快な像を得ることで解決できた（図２）。

図２

磁気力顕微鏡（MFM）像．基板上に分散
した高スピン分子に磁化探針が引き込まれ
凹状に見える．

　合成したラジカルポリマーを希薄な溶液にし
て基板上に塗布して乾燥させると、ナノメート
ルスケールの高スピン分子が分散する。分散し
た分子ひとつひとつにMFMの磁化探針が引き
込まれるため、分子は3次元イメージで凹部分
として見て取れる。探針の磁化の方向を反転さ
せれば、凸部分として観察できる。磁気応答の
強さからスピンの数を知ることができる。多値
表現のできる磁気応答素子でもあるこのラジカ
ルポリマーを今後どのような方面に活かすか。
アイディアもさまざま試行されている。

ラジカルポリマーはマジカルポリマー
　ラジカルポリマーは、不対電子の受け渡しに
よって有機ELにも応用できるホール輸送材料
の可能性ももっている。現在、山形大学城戸教

図１　多分岐ポリ[1,2(4)-フェニレンビニ
レンアニシルアミニウム]．π共役系を介し
て３方向からのスピン情報が伝達される．

図１
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授グループとの共同研究が進んでいる。さら
に、磁場の強さに応答した不対電子の振る舞い
による、ホール輸送性能のオンオフなども提案
されている。
　もっとも注目されているのは、電子の授受が
高速に行える不対電子の特徴を活かして、ラジ
カルポリマーを電極材料としたまったく新たな
｢有機ラジカル電池｣が生まれる可能性だ（図
3）。試作された電池は、手にしてみるときわめ
て軽く、出力3.5Vで充電時間はわずか30秒。携
帯音楽機器なら80時間たっぷり動く。金属資源
の制限や環境汚染の心配もなく、立ち上がりの
早い高出力の電池が期待できる。日本発の新種
電池が誕生する予感はかなり確かなものと言え
そうだ。

図3　ラジカルポリマーを正極とした、有
機ラジカル電池のメカニズム．

図３

　このほかラジカルメモリー、ラジカルクロミ
ック素子、ラジカルバルブ、ラジカルチャネ
ル、ラジカルナノファイバーなど、ラジカルポ
リマーを生かして挑戦している。

　辞書を引くと｢ラジカル｣とは、社会･政治シ
ステムを覆しうるような意見、概念、人、とあ
る。学生紛争を経験した世代としてはなじみ深
い言葉である。一方、磁性（マグネティカル）
と絡めて｢韻｣を踏んで継げた（つもり）の｢マ
ジカル｣は、ふつうにはない方法で楽しくエキ
サイティングにすること、とある。ラジカルポ
リマーが惹き起こすマジカルなパフォーマンス
をしばし演じていくつもりである。

以上の研究成果は研究室に所属して、卒論、修
論、博論のテーマとして熱く議論し、日夜の実
験に青春の一時を共にしてくれた多くの卒業生
によって成されたものです。深く感謝し、ここ
では紙面の制限から、博士取得者の名前（現在
の所属）を列記します：吉岡 直樹（慶応大）、
川上 浩良（首都大）、鈴木 隆之（電機大）、金
子 隆司（新潟大）、山崎 正典（三菱化学）、山
崎 律子（花王）、高橋 正洋（千葉大）、宮坂 誠
（米ネブラスカ大）、夫 勇進（山形大）、申屠 
宝卿（中国浙江大）、篠原 浩美（九大）、道信 
剛志（農工大）、斉藤 敬（米マサチューセッツ
大）、岩佐 繁之（NEC）、岩崎 知一（三菱化
学）、村田 英則（理科大）、福崎 英治（富士
写）。

（本稿は５月22日開催の06年度応用化学会総会
に先立つ講演での一部を記したものです）

「次回講演会の予告」

＊日時：12月15日（金）17時から
＊場所：55号館１階大会議室
＊講師：新６回卒の清水固氏
＊演題：エネルギーの現状と将来展望（予定）
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 活性化委員会委員長　中川　文博　　
　各委員会の活動につきましては、各委員長報告に譲りまして、正式に発足してからまる２年を迎
えた活性化委員会について申し上げます。発足当初はこの委員会が応化会の皆様のご期待に、どの
程度お答え出来るか多少の不安を抱えながらの船出でした。しかし『応化会の現状は今のままでよ
いのか、この機会に母校のために協力しよう』という、ボランティアの委員の皆さんの精力的な活
動が実を結び、多くの会員の皆様から高い評価を受けるようになったと確信しております。
　いろいろな問題を処理していく一方、新たな課題が浮上しその対応にかなりの時間を要するよう
になっております。当初２年くらいでこの委員会を常設組織にしたらと考えておりましたが、新た
に制定した規約・マニュアル類の円滑な運用、新たな課題の消化をするため、現委員会で取り進め
た方がよいということになりました。ただし応化会との関係を密にするため、今回の応化会の役員
改選にあたり、活性化委員会から次の５名が役員会に名を連ねることになりましたので、今後とも
皆様のご協力をお願い申し上げます。

　　活性化委員長　　　　　中川　文博
　　交流委員会委員　　　　下井　将惟
　　広報委員会委員　　　　平中勇三郎
　　基盤強化委員会委員　　福島　麒一
　　基盤強化委員会委員　　窪田　信行

　終りに、前事務局長の小泉さんには活性化委員会発足で在任の２年間、多くのボランティア委員
との対応や新たな仕事への対応で大変ご苦労をおかけいたしました。この紙面をおかりして感謝申
し上げますとともに、新職場でのご活躍を祈念申し上げます。
　新事務局長の森川さんは、長年日本規格協会でご活躍された37年応用化学科卒業の同窓生です。
活性化委員会の仕事もまだ道半ばですので、これからも積極的なご協力を期待いたしております。

基盤強化委員会の活動

 委員長　柳澤　亘　　
　活性化活動がスタートしてから、はや２年が経過しましたが、着実にその成果が現れてきている
ことは喜ばしいことであります。基盤強化委員会の役割は会が継続的に活性化、発展していくため
に必要な会の基盤を強化することであります。取り組んできました課題とその成果についてご報告
いたします。

１．会員個人情報管理体制の構築と厳格な活用

　応化会の会員の住所、勤務先等の移動を十分にフォローできてなかったため、会員名簿の整備と
その管理に多大の労力を費やしました。その上、個人情報保護法に則り、広報委員会との協力のも
と「オンライン個人情報管理システム」を構築し、本年初めより慎重に、かつ厳格に取り扱う体制
を整えました。
　すでに実施しました住所録の整備の改善実績およびその改善効果は表１および２に示しますが、
まだ、十分とはいえず会員の皆様の協力をお願いします。特に現役で働いておられる方々の転勤に
伴う転居先のご連絡を速やかに頂けますようお願いします。

活性化委員会便り
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表１住所録の整備の改善実績
項目 実施内容

１．情報管理強化 ①「オンライン個人情報管理システム」の運用開始
②従来保存データの暗号化処理実施
③外付けＨＤＤ、ＭＯでのデータ保管の徹底とキーロ
ック保管の徹底化
④個人情報の電子媒体メール交換の禁止、過去の一時
ファイル等削除実施

２．住所表示の正確化 ①全データに都道府県名表示
②市町村合併への新住所対応化
③郵便番号の正確化
④総会返信はがきデータへの訂正

３．電話番号表示の正確化 ①市外局番変更への対応
②住所と市外局番不一致データの削除

３．会報未達者住所の確認 ①同期会、同門会住所録データとの確認修正、不明者
は旧データの削除

５．会費納付データの一元管理
化

①住所録に会費納付データを収録し、会報送付、会費
請求の一元管理化を実施

表２　住所録整備の効果　（会報、総会案内などの住所不明により返送されたものの数）
 発送年月 発送物 発送数 返送された数 発送システム
 16年11月 会報 3,998 約600 宅急便
 17年 ４月 総会案内 4,400 571 郵便はがき
 17年11月 会報 4,293 84 郵便システム利用の宅急便
 18年 ４月 会報 4,232 83 郵便システム利用の宅急便

２．会費未納会員への会費納付促進活動

　会員から納付される年会費が当会の活動資金の全てであり、会の活動を積極的に進める上でもこ
の納付率を高めなくてはなりません。そのために会報、ホームページ等への掲載、あるいは会合等
において未納会員に働きがけをいたしてまいりました。その結果、低減傾向にあった会費納付率が
表３に示すように上向きに変ってまいりました。しかし、まだ満足すべきレベルにいたっておりま
せん。また、皆様の中にはせっかく銀行振り込みの手続きをして頂いているにも拘らず、転居など
に伴う講座の変更や残金不足で引き落とせないケースも発生しております。口座変更の際の再手続
きや、毎年４月18日の口座引き落としに備えての残高確認など、さらなる皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

　表３　年度別正有志会員会費納入実績（平成18年６月30日現在）　単位：千円
　　対象年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度以降
　　納入金額 5,849 5,328 5,450 7,379 4,739 933

３．会計管理に関する見直し

　応化会は長年、健全な財務内容を維持し、適切なる会計管理が行われてきておりますが、活性化
活動によって予算管理など新たな管理体制を構築する必要性が生じました。そこで経理関係の専門
家の助言もいただき、明快で、透明性のある予算管理、会計処理が行えるような会計管理に関する
細則を制定し、平成18年度より新制度に切り替えました。
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４．評議委員会との連携による活性化推進

　評議員の皆さんに応化会の活性化の担い手として活動していただくことになり、評議員の増員と
ともに評議員会を定期的に開催することにいたしました。評議員には卒業年次別、研究室同門会お
よび学生部会の３部門から選任され、昨年の第１回評議員会は変則的に年次別評議員会と研究室同
門会・学生部会評議員会とを分離して開催しました。本年５月には全部門の評議員を対象に第２回
評議員会を開催し、出席評議員数56名、関係者を含めると総勢71名の大盛会で、特に第一線で活躍
中の多くの評議員が出席していただきました。
　この席では評議員の皆さんにそれぞれの選出された部門の会員名簿の管理、懇親会の開催ならび
に仲間に応化会活動に対して支援・協力を積極的にしていただくよう要請いたしましたが、一方、
評議員から活性化推進に係る率直な意見・要望が述べられました。
　このような意見交換が今後の活動に反映するようにしてまいりたいと思っております。
なお、現在の選出部門別の評議委員数を表４に示しました。

　　表４．評議員の選出部門別人数（平成18年７月現在）
 学生部会選出評議委員 12名
 年次別＆学生部会選出評議員 5名
 研究室同門会選出評議員 12名
 年次別＆研究室同門会選出評議員 3名
 年次別選出評議員 159名
 総計 191名

５．応化会会則・細則等の作成、整備

　応化会の円滑な活動と運営をしていくため、会則はもとより仕事の手順を明確にする細則あるい
はマニュアルが必要であります。特に応化会活動の支援・奉仕活動をしていただく多くのボランテ
ィアの方々が早く、間違いなく仕事をしていただく上で業務取り扱いマニュアルは欠くことができ
ません。当委員会では必要な会則、マニュアルを関係する他の委員会と協議し、必要度の高いもの
からその作成に着手してまいりました。

　・早稲田応用化学会会則 17.5.23改定
　・個人情報保護に関する基本方針 17.11.17制定
　・個人情報管理細則 17.11.17制定
　・会計管理に関する細則 18.5.22改訂
　・予算管理に関するマニュアル （近日中に制定）
　・情報管理データベースの操作マニュアル （近日中に制定）
　・事務局業務に関するマニュアル （近日中に制定）
　・会員情報オンライン管理システム運用細則 18.5.22制定（広報委員会制定）

６．OBボランティアの増員

　応化会の活性化活動に携わるOBボランティアは現在30名余で、皆さん大変よく頑張っていただ
いております。活動の幅を広げ、奥行きを深めていくにはさらにOBボランティアの増員が必要で
あります。そこで時間的余裕があり、心あるOBの皆さんに働きがけをしております。現実には年
２、３名のOBが新規加入していただいておりますが、さらに増員していく必要があります。会員
の皆様のお申し出をお待ちしております。
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７．応化教員および学生部会との定期懇談会の開催

　応化会活動に対し応化教員および学生からのご意見やご要望を聴取するとともに、前向きな活動
施策を共同で作り上げていくことが必要であります。　そのために教員および学生との懇談会を実
施しましたが、今後とも定期的に開催してまいります。

８．応化会地方支部の新設検討

　評議員会において、評議員より地方に在住する会員は東京で開催する総会、講演会の出席は難し
く、会員相互の交流、懇親の機会もほとんどなく寂しい思いをしている。是非、地方にも応化同窓
会をつくっていただけないかとの問題が提起されました。応化会では古くより大阪を中心とした関
西支部がありますが、その他の地域にはございません。
　そこで都道府県別の応化会会員登録数を調査しました。その結果は前会報（73号）14頁に記載し
たとおり、会員の77％は首都圏に居住されており、首都圏以外では関西支部のある大阪・滋賀・京
都・奈良・和歌山・兵庫２府４県では５％強であります。しかし会員数の多少に係らず、同じ生活
圏に居住する会員の交流の場を作ることは応化会活性化の上で大事なことであり、検討を始めるこ
とにしました。
　まず、会員数が３％強を占める愛知・三重・岐阜３県の中部支部の新設について検討することに
し、名古屋在住のOBにまず世話人会の結成をお願いしました。なお、この地域に勤務あるいは居
住するOBで支援部結成にご支援・ご協力いただける方は応化会事務局までぜひご連絡いただきた
いと思います。

　　　　　　基盤強化委員会（７名）
 柳澤　亘、福島　麒一、窪田　信行、森　啓、野本　暢夫、渡辺　壮太郎、広谷　修
 以上

広報委員会の活動

 平中勇三郎　　

■HPの運営

　2005.１月にリニューアルした応化会HPは約１年間、技術的問題、コンテンツの選択等、「会員
への情報発信」「会員の情報交換」をキーワードにその運営を試行錯誤してきました。これを基に
2006年は、「トップページ」のリニューアル、「HP更新作業」の簡素化、新企画「先生への突撃イ
ンタビュー」の連載を進めてきました。
・HP更新作業の内製化
　立ち上げ当初はHP製作上のスキルの問題から、その製作を専門会社へ業務委託していました
が、タイムリーな更新と、経費抑制の観点から、通常の更新は広報委員会で行えるようにシステ
ムの改善を行いました。2006年４月より実施し、定着化を進めています。手始めに、広報委員の
スキルを高め、分担して更新作業が行えるよう「ITスキル研修会」を行いました。今後、一般
のボランティアにも広げ、多くの人に参加してもらえるように考えています。

・新企画「先生への突撃インタビュー」http://www.waseda-oukakai.gr.jp/letter/classes/interview.html
　この春より新企画としてスタートした"先生への突撃インタビュー"は先生方のご協力を得て進
行中です。トップは平沢先生ですが、各所からの問い合わせが多く寄せられています。ついで木
野先生にご登場願いました。
　ひき続いて、本企画を進めていくべく準備をしております。先生方とOBだけでなく、関連の方々



24

にもぜひこの企画内容をご利用いただき、意見の交換が活発にされることを期待しております。

■会員情報オンライン管理システム

　2006．４月に運用開始（会報73号既報）した会員情報オンライン管理システムは、基盤強化委員
会、ならびに事務局長の協力を得て、その使い勝手を向上すべく改善を加えている途上にありま
す。さらに半年の経過を見てより良いシステムになるようにしていきます。

■メールマガジンの配信

　会員へのより効果的な情報発信ツールとしてメールマガジンを配信しています。
　これまで「応化会講演会案内」「応化会総会案内」を中心としてタイムリーに10件のメールマガ
ジンを配信してきました（バックナンバーはHP参照）。今後、応化会活動の情報発信に活用される
ものと期待しています。

■会報編集委員会との連携

　会員への情報発信の柱である「会報」との連携は不可欠であり、2005年度は「会報編集委員会」
にオブザーバー参加をしてきましたが、2006年度からは広報委員が「会報編集理事」として参加す
ることになり、会報とホームページとの効率的な役割分担が図られるものと期待しています。

交流委員会の報告

 委員長　田嶋　喜助　　

１）フォーラム講演会

＊　第４回　３月22日　講師　岡野光夫氏　（トピックス欄に講演の詳細があります。）
　1974年（昭49）応化卒業（新24）後、79年（昭54）工学博士（高分子）
　現在（３月時点）東京女子医科大学教授、先端生命医科学研究所長
　　　　　　　　　米国　ユタ大学教授、早稲田大学客員教授
　講演：「ナノ　バイ　インターフェース　設計による細胞シート工学の創生」
　この分野の世界的権威で2005年度江崎玲於奈賞受賞者が精力的な開発を披露。
　自分の細胞を培養し患部を治療する全く新しい医学は参加者に深い感銘を与えた。
＊　第５回　７月７日　講師　大林秀仁氏　（トピックス欄に講演の詳細があります。）
　1967年（昭42）応化卒（新17）、69年修士修了、日立に入社後早大応化で工学博士。
　現在（株）日立ハイテクノロジーズ　代表執行役　兼　取締役
　　　　　　早大応化会理事、ＩＥＥＥ　フェロー
　演題：「日立ハイテクの事業展開」
　　　　　̶ハイテクソリーション事業のグローバルトップを目指して̶
同社の世界に冠たる製品群、特に自ら開発を主導された「測長ＳＥＭ」（半導体パターンの検査
装置で世界を独占中。）の話はグローバルトップを目指す会社の発展そのもので迫力満点。又求
められる人材で〈可愛げのある人〉を例示、学生に大きな示唆となった。

＊＊　講演会は百名前後の参加で、毎回違った感銘があり定着しつつあると判断している。
＊＊　若手OBの参加を増やすべく土曜日開催を試みる。
＊＊　会員への連絡はHP、メルマガと今回もFAXを使用。但しFAXは東京、神奈川、千葉、埼
玉、茨城、栃木、群馬、静岡の各都県在住でアドレス未登録の会員及びメール未到達の会員向け
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で、電話とFAXが同一番号と想定して送信。FAXは不要等皆様のご要望に沿う為にも番号に間違
いがあった時は正確な番号をお知らせ頂けると有り難い。
また今回のメールが未到達であった会員諸氏にはアドレスを再送付頂けると幸いです。

２）企業ガイダンス

アクセスは約100件／月です。学生がこのガイダンスの本質的な存在意義に呼応してこそ多くの競
合ナビに伍して存在できます。学生への周知を徹底させる事と掲載企業数の増加がその両輪です。
掲載企業の一段の増加には交流委員主体の足で稼ぐ以外にもっと効果的な方策をさがさなければな
らない段階にきております。

３）応化演習特別講義

　９月の教室会議で平沢教授から提案予定です。計画案では11／10、３年生150名対象に講師は交
流委員の綱島真氏。演題「明日の人生に備えて　今やるべきこと」。
　また、新26回卒の湯本貢氏も12/13、「エネルギー関係（未定）」を演題に特別講義の予定です。
 以上

募金委員会の報告

 委員長　河村　宏　　
　その後も積極的募金活動を継続しておりますが、この間更なる協力者を得て募金総額は、8月18
日現在第二次設定目標の1500万円に到達しました。（9月30日付寄付者一覧表を参考に示す）。
　個人並びに団体としてご協力頂いた約400名の会員の皆様に、心から御礼申し上げます。お陰様
で第２回目の奨学金給付を実行いたしました。詳しくは応化会ホームページに報告されていますの
でご参照下さい。
　昨年末以来２度に亘り会員個人へのお願い状を発送し、多くの方々のご協力を頂きましたが、今
後も引き続きこの種運動をご継続して、第３次目標の2000万円達成に努力する所存です。皆様のご
理解とご協力を切にお願いします。

早稲田応用化学会給付奨学金寄付者一覧

平18年9月30日
卒業年次 名前 寄付金額（円） 予約 現職又は出身
昭和19 太田　昭 500,000 太田胃散

20 加藤　忠蔵 100,000 早大名誉教授
21 澤井　要 30,000 教諭
中島健太郎 30,000 東芝
中曽根荘三 100,000 日商岩井

22 手嶋　精一 20,000 新潟鉄工
中村　英吉 30,000 東京鉱物石炭研究所

23 高宮　信夫 50,000 早大名誉教授
24 甲斐　久勝 10,000 日本クーパー
奥田　建郎 5,000 奥田技研

26 新井　武二 10,000 日本冶金
大江昭二郎 5,000 技術振興協会
櫻山　安彦 30,000 大和伸管
百目鬼　清 300,000 太平化成
大澤　正明 10,000 東京都
加藤　弘 20,000 伊勢化学
小林禮次郎 1,000,000 コーセー

27 佐野　和夫 10,000 新潟工事
和田　守雄 10,000 オルガノ

岡田　延弘 10,000 日本シリカ
加藤　忠男 30,000 東レ

28 小泉　彰 20,000 ハマ不動産
手塚七五郎 10,000 ロッテ
藤巻　稔幸 10,000 泉物産
根岸　祐二 20,000 日本電気
鈴木　幹夫 10,000 長谷川香料
柳沢伊三夫 10,000 新日鐵化学

29 小林　節夫 10,000 タイコーテクニカル
橋本　幸雄 10,000 新潟鉄工
吉田　稔 30,000 古河電工
山本　明夫 50,000 東工大教授
村田　孝雄 30,000 住友ベークライト

30 飯田　修治 10,000 飯田鉄工
建部　孝夫 15,000 大日本インキ
北西　泰久 10,000 帝人
小松　崇 10,000 早来工営
川島　利夫 20,000 メルテックス
佐藤　一男 10,000 白洋舎
松本　初男 10,000 東京応化
山澤　貞雄 10,000 三菱レーヨン
水野　幸雄 20,000 東京ガス
嶋根　政彦 10,000 東亜石油
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31 原　   富啓 10,000 日本鋼管
清水　固 20,000 日本石油
吉田利三郎 100,000 東洋インキ
青木　弘之 10,000 日産自動車

32 山田　茂 20,000 東亜燃料
伊藤　諦 30,000 旭化成
徳本　明俊 10,000 旭電化
野口　正則 10,000 昭和石油
中川　文博 300,000 三菱石油
原田　精重 10,000 昭和電工
今泉　徹 10,000 ニッピ
牧野　貞夫 10,000 日本石油化学
原田　英生 10,000 旭電化
福原　洋一 10,000 三菱ガス化学
丸茂　溥 10,000 日本グリース
菊池　淳 10,000 日商岩井
原　陽一郎 50,000 長岡大学
神田　隆二 10,000 芝浦製糖

33 上坂　良次 50,000 三菱石油
田中　達也 10,000 台糖
柳澤　亘 100,000 日本石油
設楽　卓也 80,000 三菱商事
中野　宗太 10,000 ミサワホーム
山崎　幸一 10,000 日軽金
井田　昭 15,000 ダイエイファイナンス
余語　盛男 20,000 三菱石油
川上　良策 100,000 モービル石油
大矢　英男 100,000 大矢化学工業
小松原　道彦 100,000 日本エア、リキッド
平田　彰 100,000 早大名誉教授
田村　正義 30,000 大日本インキ
相田　勝則 50,000 旭硝子
工藤　飛車 50,000 筑波ハイテク･リサーチ
高橋　信男 100,000 興洋化学
笠倉忠雄 30,000 日本碍子
藤山　和夫 10,000 伊藤忠商事
村上　明 30,000 新日鉄

34 趙　  錫来 2,000,000 06予約 暁星
名手　孝之 50,000 東燃石油化学
速水清之進 50,000 千代田化工
河村　宏 400,000 06予約 三菱商事
輿水　勲 10,000 日本化学工業
田嶋　喜助 100,000 旭硝子
並木　俊之助 10,000 電気化学
植木　至朗 10,000 三菱油化
松崎　久 10,000 日本油脂
吉村晃一 50,000 新日本石油
安部　建治 10,000 長瀬産業
小暮益良夫 10,000 日東紡績
小島　健正 20,000 台糖
藤原　繁 10,000 帝人
中西　昭満 10,000 大日本インキ
吉田　政次 10,000 三井東圧

35 関川　吉男 10,000 藤森工業
細村　省三 50,000 三菱石油
平林　浩介 20,000 大日本印刷
吉原巳代二 10,000 三菱商事
小西　誠一 20,000 東京ガス
小池　隆一 10,000 九州石油
加藤　静行 5,000 協同化成
星野　浩一 30,000 サン．エトワール
磯崎　昭 10,000 東京ガス

36 小俣　欽司 10,000 トーヨーサッシ
鈴木　隆史 10,000 コスモ石油
小柴　英昭 20,000 旭硝子
世古口　健 10,000 東レ
天瀬田久二 10,000 日本合成ゴム
中西　克夫 10,000 三菱石油
岩井　義昌 10,000 大日本インキ
松山　喜昭 50,000 旭化成
村上　昭彦 10,000 東京農工大教授
小田　裕司 20,000 ジャパンエナジー
土井　次郎 10,000 徳山曹達
住山　隆之 10,000 三井物産
二村　伸吾 30,000 日本ゼオン
清宮　豊 10,000 日東化学

37 井上　成之 10,000 昭和電工
石橋　暉彦 5,000 日本化学工業
長谷川和正 200,000 オプトリサーチインターナショナル代表
金子　勝三 10,000 東亜燃料
池内　晴彦 10,000 三菱化学
中嶋　宏元 50,000 旭電化
大島　晃 10,000 三菱レイヨン
池田　隆哉 5,000 タイマックス
森川　忠正 20,000 日本規格協会
深津　輝雄 10,000 信越化学
平川　揚二 10,000 三菱モンサント
佐藤　東助 10,000 昭和電工

38 籏野　嘉彦 10,000 東工大教授
下井　将惟 100,000 東レ
相馬　威宣 50,000 ガレニサーチ
立元　一彦 50,000 群馬大学
戸上　貴司 100,000 日本コカコーラ
北川　孝彦 10,000 住友化学
秋池　玲子 20,000 キリンビール

39 西川瑛一郎 10,000 東燃石油化学
岡　 紘一郎 10,000 東レ
追川　滋 10,000 昭和電工
河野　恭一 50,000 ニチレキ
平中勇三郎 30,000 東亜燃料
岡本　明生 30,000 三菱化学産資
菊地　英一 50,000 早大応化教授
大矢毅一郎 30,000 日本揮発油
萬　　肇 30,000 日本石油
石上　尚希 30,000 出光興産
熊倉　紘一 10,000 エクソン化学
原田　忠夫 100,000 龍谷大学

40 遠藤　一洋 5,000 三菱マテリアル
西村　啓道 10,000 旭硝子
福島　騏一 10,000 三菱石油
竹内荘一郎 20,000 日本ゼオン
桜井　博 30,000 三菱商事
服部　英昭 3,000 後4回予約 三菱化学
有居　晃 10,000 三菱樹脂
窪田　信行 10,000 興亜石油
吉崎　洋之 10,000 三菱ガス化学
藤宗　篤雄 10,000 日本石油化学
亀井　邦明 20,000 大日本印刷
酒井　清孝 50,000 早大応化教授
宮本　利雄 10,000 宇部興産
草刈　直彦 10,000 東レ
山口　千尋 10,000 日本鉱業
渡辺　賢司 10,000 三菱マテリアル
池田　規久雄 5,000 丸紅
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五十嵐桂一 5,000 三井石化
坪井　彦忠 10,000 三井東圧
鈴木　孝雄 10,000 住友金属鉱山
橋本　公志 20,000 旭化成
三和　晴子 50,000 いおん特許事務所
岩谷　和俊 7,000 三菱化成
小坂田　国雄 10,000 日本コカコーラ
三島　健三 10,000
長谷川　徹 10,000 出光興産
大塚　功 20,000 旭硝子

41 森　　　啓 10,000 東レ
野本　暢夫 30,000 新日鉄
宮島　猛男 10,000 日本コカコーラ
中川　善行 10,000 大日本印刷
植木　彰 30,000 東邦化成
遠藤　茂昭 30,000 静岡ガス

42 桑原　豊 5,000 日本ポール
大林　秀仁 200,000 日立ハイテクノジー
三田　宗雄 10,000 日本化学工業
市橋　宏 10,000 早大理工客員教授
堤　　正之 50,000 三菱化学

43 金山   溢 50,000 アダブテック､ジャパン
鶴岡　洋幸 50,000 北陸先端科･技大学院大学
村岡　猛 20,000 コスモ石油
関谷　紘一 30,000 昭和電工
近藤　武雄 300,000 電気化学
保坂　幸宏 50,000 日本合成ゴム
渡辺　壮太郎 10,000 日本石油化学
角田　朗 10,000 日本ブチル

44 藤本　暸一 25,000 早大客員教授
逢坂　哲彌 100,000 早大応化教授
星野雄之輔 10,000 丸紅マシナリー
保谷　敬夫 20,000 三菱化学
井上　健 10,000 日産化学
黒田　泰人 50,000 黒田化学
廣谷　修 10,000 三菱石油

45 大熊　邦雄 10,000 三菱商事
西出　宏之 50,000 早大応化教授
長谷川吉弘 300,000 ハリマ化成
小柳　純夫 10,000 日揮
篠崎　開 20,000 東京電気大学

46 倉持　誠 100,000 新日本石油
内田　洋 10,000 東京ガス
岩本　久美子 20,000 （栗原） 岩本特許事務所
棚橋　純一 100,000 日本化学工業

47 柴田　実 30,000 三菱商事
里見　多一 300,000 日本パーカライジング
佐藤　文昭 10,000 三菱重工
岡崎　彰 10,000 三菱商事
赤田　正典 100,000 大日本印刷
三根　孝一 10,000 荏原製作所

48 有山　達郎 10,000 JFEスチール
明渡  正勝 50,000 三菱商事
森田　憲司 10,000 ジャパンエナジー
山崎　信幸 10,000 日本化学工業

49 飯塚　弘 20,000 矢崎総業
藤田　慎介 10,000 三菱商事
神崎　修 10,000 三菱商事
黒田　一幸 50,000 早大応化教授

50 齋藤　俊和 10,000 早稲田高校教諭
山崎　隆史 10,000 新日本石油

51 平沢　泉 50,000 早大応化教授

斎藤　哲次 10,000 日本石油加工
宮坂　力 50,000 富士写真フィルム
吉良　浩一郎 10,000 神戸製鋼
湯本　貢 50,000 丸善石油

52 青沼　修司 30,000 日本石油精製
53 青木　道夫 10,000 KBCプロセステクノロジー
54 和田　宏明 20,000 ブリジストン
高橋　豊彦 10,000 昭和電工
内田　悟 10,000 新日本石油
木野　邦器 50,000 早大応化教授

55 畑中　重人 10,000 新日本石油
安達　博治 10,000 新日本石油

56 原　　 薫 10,000 イースタン
57 鳥居　永敏 10,000 三菱商事
58 菅原　義之 50,000 早大応化教授
桐村　光太郎 50,000 早大応化教授
福岡　哲也 10,000 三菱商事
岡野　泰則 10,000 静岡大学
大柳　満之 50,000 龍谷大学
石川　豊 5,000 旭硝子

59 松方　正彦 50,000 早大応化教授
松原　浩 30,000 長岡技術科学大

60 飯塚　正純 10,000 ツムラ
宮坂　昭徳 10,000 三菱商事
柳澤　恒夫 10,000 住友大阪セメント

61 武岡　真司 100,000 早大応化教授
古川　直樹 10,000 鐘淵化学
井村　正寿 50,000 岳南化学
岸本　好司 10,000 三菱商事
山元　公寿 20,000 慶応大学

62 目黒　俊宏 100,000 東京ガス
劔持　泰明 10,000 新日本石油
本間　敬之 50,000 早大応化教授
中戸　晃之 40,000 東京農工大
余語　克則 50,000 早稲田理工学部
匿名 50,000

63 山本　康雄 50,000 高畑精工
大塚　和永 10,000 三菱商事
寺境　光俊 10,000 秋田大学
長澤　和夫 20,000 東京大学

平元 酒井　宏水 30,000 早大理工総研
丸山　洋一郎 80,000 JSR

平2 加藤　克久 10,000 日本電装
藏野　裕之 10,000 サッポロビール
門間　聰之 50,000 早大理工総研
河高　太 30,000 三菱ガス化学
佐竹　彰治 30,000 理化学研究所
吉見　靖男 20,000 芝浦工大

3 岡田　裕之 10,000 三菱商事
桜井　誠人 10,000 航空宇宙技研

4 榧木　啓人 10,000 日本学術振興会
大石　かおり 10,000 中部大学

5 大串　建 10,000 マナビス
新船　幸二 20,000 静岡大学
駒場　慎一 20,000 東京理科大
小倉　賢 50,000 東京大学

6 大塚　佐和子 10,000 青山学院教諭
鵜飼　智弘 10,000 三菱商事
長山　和弘 20,000 三菱化学
中川　博之 20,000 ポスドック
木村　辰雄 20,000 産業技術総合研究所

7 小森　佳彦 20,000 産技総研センター
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8 小堀　深 20,000 早大応化講師
宮坂　誠 10,000 ネブラスカ大
神垣　清威 20,000 解体新社

9 石垣　壮啓 10,000 三菱重工
10 金子　正吾 10,000 住友化学
佐藤　利行 50,000 三菱化学
村上　貴子 20,000 東京化学同人
大川　春樹 20,000 早大応化助手

11 古屋　俊樹 50,000 早大応化助手
依田　昌史 20,000 日本EGT
中野　智 30,000 日産化学
向井　寛 10,000 三菱商事
片山　晃男 50,000 富士写真フィルム

12 小倉　尚 10,000 早稲田大学
13 松澤　雅登 10,000 三菱重工

早大卒以外教員 竜田　邦明 100,000 早大応化教授
清水　功雄 50,000 早大応化教授

早大卒他学科 小泉　宗栄 10,000 応化会事務局
学外 林　和仁 100,000 マイクロハード㈱

団体寄付 応化三九会－① 9,000
応化三九会－② 9,000
応化三九会－③ 6,000
活性化委会ゴルフ会 10,000
38年13回生31名 93,000
35年10回クラス有志 50,000
3305会有志 48,000
40年（WAC40の会）有志 10,000
応化三九会－④ 7,000
応化会ゴルフ会 50,000
31年14日会 30,000
応化三九会ー⑤ 8,000
東京クラブ応化会 50,000
応化会ゴルフ会 20,000
応化三九会ー⑥ 5,000
応化三九会ー⑦ 10,000

合計 14,020,000 1,100,000 15,120,000

団体寄付者リスト
35年10回クラス有志 37年3305会有志 38年13回生 応化三九会 応化ゴルフ会
50,000 48,000 93,000 43,000 70,000
安斉将夫 井上成之 安藤吉彌 石上尚希 百目鬼清
市原史郎 池内晴彦 市川嘉紀 恵美　怜 桜山安彦
岩下敬吾 石橋暉彦 岡本和男 追川　茂 小泉　彰
加藤靜行 小倉義弘 門脇正敏 大矢毅一郎 矢部　賢
菊池宏光 上條友久 川田　力 岡本明生 根岸祐二
小池隆一 児嶋啓三郎 吉瀬靖一 加藤秋仁 鈴木幹男
斉藤充利 志村輝明 木村茂行 神戸正樹 松本初男
佐藤忠彦 竹田研爾 国分可紀 熊倉紘一 田中照浩
鈴木正道 谷口徳之 重村義紀 河野恭一 中川文博
関川吉男 綱島　真 島田正信 渋谷武文 設楽卓也
高島利行 中嶋宏元 下井將惟 平中勇三郎 河村　宏
滝沢秀彦 長谷川和正 白田正次郎 萬　　肇 平林浩介
田中邦雄 平川揚二 相馬威宣 和田一彦 細村省三
茅原伸光 前島哲夫 豊田常彦 桜井　博
戸村重男 米田和生 南部　淳
平井勝 細田　拓 萩原　幸
平林浩介 籏野嘉彦
保坂弘毅 林　辰雄
星野浩一 深川順正
真下剛志 福田暉夫
宮寺健 藤崎章男
山口安弘 二見　厚
湯上進 堀内　剛
吉田明利 丸山征四郎
吉田与一郎 峯岸敬一
吉原巳代二 武笠英彦

保井秀夫
山川典男
吉田喜明
吉野勝久
渡辺治道

31年14日会 30,000 東京クラブ応化会
秋山　昌治 石井　雅夫 50,000
板橋　隆 乾　　雄成 太田　昭
宇井　邦夫 大久保　明 百目鬼　清
大森　一成 岡田　由雄 小林　禮次郎
門脇　芳雄 川上　敞 中川　文博
河田　正 窪田　嘉太 小松原　道彦
倉持　悦朗 瀬戸　恒夫 柳澤　亘
友田　和助 小林　慎江 里見　多一
長澤　健 羽賀　吉之 河村　宏
原田　至康 半田　正久
藤本　秀治 丸一　俊雄
矢田　邦夫 柳瀬　昇
山賀　甚平 山崎　進
山田　泰司 米山　洋
若林　昭男



29

　私は、1963年（昭和38年）に応用化学科を卒
業し、そのまま工業技術院東京工業試験所に入
所しました。研究所はその後茨城県つくば市に
移転し、名称も化学技術研究所、物質工学工業
技術研究所と変わりましたが、37年間ずっと工
業触媒の研究を行っていました。
　2000年（平成12年）に定年退職し、縁あって
高知県に雇われ、産業振興センターというとこ
ろの研究開発コーディネーターとして高知市に
単身赴任することになりました。仕事は、高知
県内の中小企業の技術的な諸問題の相談に乗っ
たり、公的補助金の申請書作成のお手伝いした
りすることで地場の産業の活性化に手を貸して
ほしい、ということでした。それまで、産振セ
ンターには技術系の職員がほとんどいなかった
のです。
　高知県は明治維新以降、中央で活躍する人材
を輩出し、日本の産業や文化の発展に貢献しま
したが、高知自体は戦後の成長に乗り遅れて、
産業は停滞しています（GDPは46位）。県土の
84%は山林で、今は狭い平地で発展した施設農
業が県の産業を支えている、という状況ですが、
戦後の一時期には林業や水産業が大いに栄えた
こともあったようで、その残照は今でも残って
います。製造関係の企業は２～３の中央の大企
業の出張工場以外はすべて中小企業、その殆ど
は零細企業ですが、豊富な水を利用した製紙工
業、林業とともに発達した打刃物などには見る
べきものがあります。他に、漁業に関係する機械
工業、台風などの災害が多いことから発展した
土木技術なども高い水準にあります。しかし、
私の専門の化学企業はほとんどありません。ま
してや、触媒研究しかやったことのない私に何
ができるのだろうか、はじめはとまどいました。
　高知は、基本的に裕福な県です。この豊かさ
は統計上の数字では表れません。サラリーマン
の給料は、東京の半分ではないかと思うほど低
いのですが、ほとんどみんなが生活を楽しんで
います。気候に恵まれており、自然が比較的よ

く保存されている山、海、川に囲まれて、空気
もきれいで住むには快適です。このままでも良
いのではないか、と思いました。しかし問題
は、働く場所が少ないため、大学に進学した若
くて有能な人はほとんど東京などの中央に就職
してしまって帰ってこない、ということです。
このままでは老人ばかりの県になってしまうと
いう危機感があります。同じ構図は高知県内で
も見られます。山間地域の若者は都市部に流
れ、山間部の過疎化は深刻です。これは、高知
に限らず殆どの県が同じ問題を抱えているはず
です。若者が戻ってこれるような産業を創るこ
とが高知の悲願なのです。
　高知に赴任した年に、高知に全国で始めて産
学官民が主導する「エコデザイン協議会」を作
ろうという機運が盛り上がり、それに関与しま
した。「環境」を高知県産業の柱とするという、
当時では先進的な動きとして全国の注目を集
め、通産省や科学技術庁からも支援されまし
た。高知県人は新しがりやで、新しい動きには
敏感なのです。明治以来、高知発の先進的な技
術や運動が全国に普及した例はいくらもありま
す。最近でも、施設農業の発祥の地であり、林
業における架線技術は今でも世界一と云われて
おり、漁業では捕鯨技術や巻き上げ技術、世界
で最初にサテライトを利用したマグロ漁業など
で一世を風靡したものです。しかし、飽きやす
くて粘りがなく、先行する優位さを維持できな
いのもまた土佐人の特徴です。
　高知の人口は80万人弱で、広い割には狭い社
会です。県内出身者はみんな血縁、地縁や学校
などで繋がっている、という感じです。それだ
けにマスより個が重要です。土佐人は自己主張
が強く、上下関係の意識が低いのもそのためか
もしれません。アイツが右を向くならオレは左
を向くという具合で、結束力の弱いのが欠点で
すが、県外に住む人達も含めて、地域を愛して
いるということでは共通しています。また、ど
んなに地位が高い人に対しても臆することなく

会員ひろば

“辺境”高知からの報告

（財）高知県産業振興センター　松崎武彦
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対等な態度で接するのに驚きます。それに女性
が強いのも高知の特徴の一つです。高知ではイ
ゴッソウの男に対して女性のことをハチキンと
いいます。坂本龍馬の姉の乙女さんのような女
性のことです。それに、県外出身者だからとい
って差別したりしません。男も女も酒好きで、
酒の席では年齢も、地位も、出身地も関係なく
云いたいことを言い合います。こんなところを
全て私は気に入っています。
　高知は島の中の島です。四国という島の中
で、2000メートル級の険しい四国山脈によって
徳島や愛媛と厳しく分断されています。昭和の
始めに国鉄土讃線が開通するまでは、高知の出
口は太平洋しかありませんでした。坂本龍馬や
ジョン万次郎が夢を世界に馳せたのも当然と思
えるし、日本のなかでは独特の文化や気質、先
進性を持つようになったのも当然という感じが
します。
　そんな高知で、それ以前には付き合ったこと
のない種類の人達とお付き合いしています。中
小企業の経営者や技術者、県庁や市町村の役
人、農業、漁業、森林の活動家達、有機農業で
頑張っている人達、各種NPOの活動家、工芸
作家、新聞記者、等々です。高知には２つの大
学（高知大学と高知工科大学）と高専がありま
すが、そこの先生などとはすぐ親しくなりま
す。仕事の関係で県外の国研や大学の先生たち
や企業の方達ともお付き合いする機会も増えま
した。私の場合、人と会うのが仕事のようなも
ので、１年に1000人近くの人と名刺交換するの
ですが、もともと人の顔を覚えるのが苦手なの
で困っています。

　本格的な化学工場こそありませんが、「環境」
分野では化学の出番もたくさんあることがだん
だんわかってきます。廃液・排ガスの分析や処
理、水質・土壌浄化、エネルギー・材料関係、
バイオマス利用技術、微生物利用技術、などで
す。もちろん、私が自分でできるわけではな
く、それらの専門家を捜して紹介したり協力を
お願いしたりするだけなのですが、それでも全
く関係のない分野よりは楽です。最近は中央の
方針で、大学のシーズの実用化とか産学官連携
とかなどが重視され、開発資金も豊富なのです
が、その分、大学の先生にもプレッシャーがか
かっているようです。しかしそれは高知などの

地方の実態を無視した施策です。東京や神奈川
ではあるまいし、大学で研究している最先端の
シーズを実用化する資本力も技術力もなく、不
可能なことなのです。私は大学の先生には、世
界に通用する研究をしてください、しかしある
程度の実績を上げたら、少しは地域貢献（ニー
ズ対応）も考えてください、とお願いしていま
す。私の立場は徹底して企業や地域のニーズに
大学などをどう利用できるか、ということに尽
きます。
　高知に来て２年ほど経って、高知の産業は高
知の恵まれた自然という財産を基盤にするべき
ではないかと思うようになりました。高知の財
産とは森林、海、太陽です。そんな中で、今も
っとも力を入れているのが森林バイオマスの利
活用です。もともと私は山や川が大好きなので
すが、木材価格が低落し、木炭や薪などが使わ
れなくなって、森林は放置されて荒廃し、川や
海にまで悪影響を及ぼしている、ということを
知りました。なにしろ、高知の83%は森林で、
しかもその大部分はスギやヒノキの人工林なの
です。高知県は、森林整備を目的として全国に
先駆けて「森林環境税」というものを導入しま
した。放置されている森林の間伐を進め、バイ
オマスとして利用し、森林の経済価値を高め、
森、川、海の環境を守り、子孫に貴重な財産を
残すことを目的としています。最終的には山間
部に雇用を生み、地域コミュニティ社会を再生
することを目指しています。

　日本経済は、長い不況期を脱して活況を呈す
るようになっている、と云われています。しか
し、それは大都市部だけのことで、高知などの
地方では一部の業種以外は相変わらず低迷から
脱することができず、失業者は増え続けていま
す。国の政策では地方は切り捨てられていると
みんなが感じています。その中で、地方は地方
で新しい生き方を模索して頑張っています。そ
のことを知って貰いたくて遠く高知の地から寄
稿させて頂きました。

　１年来、個人ブログを立ち上げて高知からの
情報を送っています。暇な時にでも覗いて見て
ください。http://blog.livedoor.jp/m1939923/　
「バイオマス情報－高知から」
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　2006年４月より応用化学科に嘱任されまし
た。触媒化学部門の一員として、微力ながら大
学の発展に貢献できればと思っております。
　まずは略歴を紹介させていただきます。1993
年に東京大学工学部応用化学科卒業、その後同
修士・博士を経て、1998-2001年東京大学大学
院工学系研究科応用化学専攻助手（藤元研究
室）、2001年４月より早稲田大学理工学部応用
化学科に助手として嘱任されました。その後、
2003-2006年早稲田大学ナノ理工学研究機構客
員講師（専任扱い）として3年を過ごし、本年
４月より現職、37歳です。
　研究テーマは、一貫して炭化水素系エネルギ
ーを環境に配慮しながらどのように有効に活用
するかというものです。とりわけ、石油・天然
ガス・石炭を中心とした燃料化学における新し
い化学反応に注力しております。最近では、炭
化水素分子にある種の微弱な放電を照射すると
容易に分子が活性化され、常温常圧という環境
下でも種々の反応が進行することを見いだし、
これを利用した反応プロセスを提案しておりま
す。昨年は英国Chem.Commun.誌にて「バイオ
マスエタノールの常温常圧改質による水素製
造」に関する論文が注目論文に選定され、また
本年7月には、「バイオメタンの常温常圧での同
時改質・脱硫」に関して小職と一緒に研究を進
めている学生が「先端技術大賞」を授賞、高円
宮妃殿下ご臨席の下、表彰を授かりました。ま
た、「常温常圧での電子照射による触媒表面の
活性化」に関して、本年５月に石油学会より奨
励賞を頂きました。これらテーマに関連して現
在、文部科学省科研費基盤研究B、NEDO産業
技術助成などの大型予算をはじめ、内外の自動
車会社や石油会社、ガス会社、製鉄会社からの
受託などで、鋭意研究を進めております。

　触媒化学部門は菊地英一教授・松方正彦教授
のお二人の教員と、小職、それに助手・客員助
手・ポスドク、さらには学生44名（うち博士課
程在籍１名、修士課程25名、学部４年18名）と
いう大所帯です。石油化学や触媒化学に関する
研究を中心に、テーマも幅広い物となっており
ます。
　戦前からの燃料化学の伝統を受け継ぎなが
ら、新しい時代のエネルギーと環境を触媒技術
で解決しうるよう、努力して参ります。応用化
学会会員の皆様、お近くにお越しの際は、是非
お気軽に研究室にお立ち寄りください。学生に
とっても良い刺激になることと思います。小職
は65号 館301号 室 に お り ま す。 外 線
03-5286-3114、Emailはysekine@waseda.jpで
す。ご連絡を頂けることを楽しみにしておりま
す。

応化教室近況

JOGMEC（旧石油公団）のプロジェクトでたびたび訪
れるテヘランにて（小職左奥）

新任教員紹介
関根　泰
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　黒田一幸教授（理工学術院）、山内悠輔氏
（本学博士課程）、澤田真氏（本学修士課程）ら
の論文がこのほど英国王立化学会の発行する学
術誌Journal of Materials Chemistryのホットペ
ーパー（Hot paper）に選定されました。Hot 
paperへの選定は、昨年度に引き続き２回目と
なります。本研究は、昨年度より早稲田大学と
物質・材料研究機構（ナノセラミックスセンタ
ー・目義雄センター長）との共同で進められて
きており、従来の黒田研究室で行われてきたメ
ソポーラス物質の研究に強磁場プロセスを融合
することにより、垂直配向性メソポーラス薄膜
の実現を狙うものです。
　垂直配向性メソポーラス薄膜は、次世代の磁
気記録媒体・高感度センサーへの基盤材料とし
ての展開が期待でき、その実現に向けて世界中
の研究者が活発に取り組んでいます。昨年度
（2005年）の論文では、世界に先駆けて強磁場
プロセスを提案し、部分的な垂直配向を達成し
ました。この論文は、Hot Paperに選定され、
Chemical Science（英国王立化学会機関紙）に
も大きく取り上げられました。今年度（2006年）
の論文では、その磁場の効果を詳細に検証し、
垂直配向性メソポーラス薄膜の創製に更に一歩
近づく重要な知見を得ました。この論文も、Hot  
Paperに選定され、Journal of Materials Chemistry 
の表紙（outside cover）を飾る予定です。

関連論文
Orientation of mesochannels in continuous 
mesoporous silica films by a high magnetic 
field Yusuke Yamauchi, Makoto Sawada, 
Takashi Noma, Hidenosuke Ito, Seiichi 
Furumi, Yoshio Sakka, Kazuyuki Kuroda, J. 
Mater. Chem., 15, 1137-1140 (2005).
DOI: 10.1039/b418478e

Magnetically induced orientation of mesochannels  
in 2D-hexagonal mesoporous silica films
Yusuke Yamauchi, Makoto Sawada, Atsushi 
Sugiyama, Tetsuya Osaka, Yoshio Sakka and 
Kazuyuki Kuroda, J. Mater. Chem., Advanced 
View (2006).
DOI: 10.1039/b608780a

☆関連リンク
物質・材料研究機構
Journal of Materials Chemistry（英国王立化学
会発行）
Journal of Materials Chemistry HOT Papers
Chemical Scienceへ の 掲 載 記 事：Channels 
standing out（2005年論文）
黒田一幸教授のインタビュー記事（2006年論文）

Ⅰ．〔応用磁気学会賞とは〕2006.9.12島根大学
磁気記録ばかりでなく磁気に関する研究をする
学会での最高位の賞で、本分野での最も優れた
研究者に授与される賞

Ⅱ．〔ISE Fellowとは〕2006.8.31 Edinburgh,UK
電気化学分野で、国際的に顕著な業績を上げた
科学者に対して与えられる称号

Ⅲ．〔表面技術協会技術賞とは〕2006.2.27東京
表面技術分野で、実用化した新規に優れた技術
に対して与えられる賞

〔受賞理由〕
Ⅰに対しては、「電気化学的手法による高機能磁
性薄膜の開発と磁気記録デバイスへの応用」と
言う内容で、応用磁気分野で「原子・分子界面制
御」という基本概念に基づいた材料開発を転回

黒田一幸教授（応化）・山内悠輔氏（応化博士課程）・澤田真氏（応化修士）の論文が
Journal of Materials Chemistry（英国王立化学会発行）
ホットペーパー（Hot paper）に選定

【受賞】「トリプル受賞！応用磁気学会賞(2006年)、
国際電気化学会（ISE）Fellow（2006年）
および表面技術協会技術賞（2006年）」

 逢坂 哲彌教授〔応用化学科〕
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し（1）無電解析出法による高密度磁気記録用薄
膜材料の研究、（2）電解・無電解析出法による高
飽和磁束密度軟磁性薄膜材料の研究、さらに（3）
スパッタ法による高保磁力・高磁気異方性薄膜
材料の研究、などの卓越した業績を挙げている。
　Ⅱに対しては「Fabrication and Characterization  
of High Performance Thin Films for Electronic  
Devices」という内容で、顕著な電気化学分野
の科学者としての顕著な活躍に対して与えられ

ている。
　Ⅲに対しては、「高密度用超小型磁気ヘッド
の開発研究と実用化」という実用化とその基に
なった学問的な評価に対して、特に優れた開発
であるとして早稲田大学、日本電気㈱、㈱富士
通の三者に対して与えられている。
※この実用化に関連して早稲田大学に大型特許
料収入をもたらした実績を持つ。

生についで二人目で、これも本学出身者が石油
関連分野で大いに活躍されていることに後押し
されてのことと重責を感じております。
　言うまでもなく近代文明は石油を基盤として
成り立つものであります。今日多くの科学技術
と同様、石油関連技術も大きな転換期を迎えて
おります。持続可能な発展は石油産業において
も最大の関心事であり、特に地球環境への対応
は、これからの技術開発の重要な要素となって
おります。

　今年の５月より石油学会の第22期会長をお引
き受けしました。私学からの会長は森田義郎先

【石油学会奨励賞（山武賞）とは】
石油学会奨励賞は，石油，天然ガスおよび石油
化学に関連する分野において，独創的な業績を
発表した若手の研究者または技術者に授与され
る賞です。
【受賞理由】
次世代のエネルギー反応工学体系を確立すべ
く、これまでに常温での電子照射による分子の
活性化と反応について検討を重ねてきた。とり
わけ、エネルギー効率の高効率化がキーとなる
ため、電子をパルス化してエネルギー投入量を
低く抑えるなど、独自の工業的な応用展開を図
ってきた点が高く評価された。これまでに、常
温で作動する手載可搬型水素製造装置の開発で
英Chem.Commun.誌のホットペーパーに選定
される(2005/1)など、独自の業績が国内外で注

目されている。
【石油学会奨励賞（山武賞）を受賞して】
従来の古典的な触媒反応にとらわれない、新し
い常温での電子励起反応が評価いただけたこと
に慶んでいます。現在、本テーマに関連して、
数多くの企業との共同研究やNEDOプロジェク
ト（産業技術助成やCCT研究）、科研費基盤B
といった研究予算をいただきながら鋭意展開を
図っております。指導している学生がこのたび
フジサンケイグループの「2006 第20回先端技
術大賞」特別賞を受賞するなど、今後の展開に
注目していただいているようで、何よりです。
今後、常温作動の触媒プロセスの構築を目指
し、早稲田から世界に発信できる技術作りをさ
らに進めていきたいと考えております。

【受賞】「石油学会奨励賞（山武賞）－石油，天然ガスおよび
石油化学に関連する分野で独創的な業績を発表」

 関根 泰 講師〔応用化学科〕

応用化学科の菊地英一教授は、本年５月に
社団法人石油学会の会長に就任されました。

菊地　英一教授
1964年早稲田大学理工学部応用
化学科卒（昭和39年、新14回）
1969年同大学院理工学研究科博
士課程修了(工学博士)
1980年同学教授
応用化学会理事



34

　また、世界的な石油の需要増加に伴い、原油
や石油製品の極端な値上がりなどによる世界の
エネルギー安全保障への脅威、油田やガス田へ
の急速な投資の促進、さらには石油資源の枯渇
に関する危惧など社会的関心も高まっていま
す。これらの諸問題に対しても、世界における
石油資源情報の解析、石油のエネルギーおよび
化学原料としての高度有効利用技術の研究開
発、代替および再生可能エネルギーの研究開発
を支援するとともに、それらに関する的確な情
報と合理的な判断を社会に提供することも本学
会の重要な使命であります。

　今日石油はわが国の第一次エネルギーの50％
以上を占めており、その利便性から今後少なく
ても数十年にわたって主要なエネルギー資源で
あり続けると考えられております。そのために
は貴重な石油資源の有効利用に関する戦略的な
取り組みが必要です。石油学会は、2008年に創
設50年を迎えますが、現在、記念事業の一環と
して、「21世紀を支える石油－エネルギー・資
源・環境の調和を目指して－」のテーマ企画を
検討中であります。会員諸氏には、このような
活動に関心とご理解をいただければ幸いです。

　去る平成18年８月24、25日に室蘭工業大学で
開催された化学工学会室蘭大会にて、小川武人
君（応化 酒井・小堀研究室 博士課程4年）が
33件にのぼる学生発表の中から、栄えある学生
賞を受賞しました。
　彼は、電気振動現象のセンサへ応用を目指し

た極めて独創性・新規性に富んだ研究に精力的
に取り組んでおります。
　この度の受賞は、その成果とともに日頃の研
究に対する取り組み姿勢が高く評価された結果
であると思われます。今後の更なる活躍が期待
されます。（文責：21COE助手　山本　健一郎）

　バイオテクノロジーによる環境保全実用化技
術の確立を目的とした産学連携研究である。具
体的には，レストラン厨房や食品工場の油汚れ

を効率良く分解する酵素含有溶液供給システム
の基礎および実用化研究を推進し、高機能浄化
システムの構築と地球環境保全技術の展開と用

　2006年8月24日̶25日、室蘭工業大学で開催
された化学工学会室蘭大会にて、三上貴司君
（応化　平沢研修士2年、21世紀COE　RA）
は、33件の学生発表の中から、栄えある学生賞
を受賞しました。
　彼の研究は、難溶解性塩の硫酸ストロンチウ
ムを、反応晶析生成する上で、高分子電解質
（PEI：ポリエチレンイミン、PAA:ポリアクリ

ル酸）を反応場に用いることにより、常温・常
圧の条件下で、nmサイズレベルの単分散微結
晶を簡単生成することに成功した成果を発表し
たものである。
　研究の位置づけへの理解度、研究に対する熱
意、質問への回答、研究の遂行能力が評価され
たもので、今後の研究の進展が期待された。
（記：　平沢研　博士課程2年　棚橋昭夫）

化学工学会室蘭大会学生賞 受賞 
「水/オクタノール界面電位の振動と界面形状に関する検討」
 小川　武人 君（酒井・小堀研究室　博士課程４年）

文部科学省　私立大学学術研究高度化推進事業
産学連携研究推進事業
　「プロジェクト名「環境に優しい酵素に関する研究」
　2002．４月～2007．３月
　　木野邦器教授、桐村光太郎教授、常田聡助教授、由井浩客員教授（理工総研）

化学工学会室蘭大会学生賞 受賞
「高分子電解質場を利用した硫酸ストロンチウム微粒子の生成」
 三上　貴司 君（平沢研究室　修士課程２年）
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途の拡大を目指している。本研究は、微生物機
能活用技術と複合微生物系における微生物動態
解析技術を基盤としており、「腐敗臭発生を抑
制した理想的なコンポストシステムの開発」や

「生分解性ポリマーの分解特性制御の開発によ
る生分解性ポリマーの実用化促進」の研究も展
開している。

　活性化委員会（募金委員会：河村宏委員長）
の皆様のご尽力で設立された応化会給付奨学金
の第２回奨学生が決定した。この奨学金制度
は、多くの応用化学科卒業生のご寄付に基づ
く、国内の大学でも恐らく初めての試みで、募
金額も、初期の目標を越えている。
　2006年５月28日（日）午後１時30分̶３時30
分、応化会議室にて、応化会給付奨学生の選考
を行った。選考は、応化会里見会長を委員長
に、他４名（全５名）の推薦委員会（→こちら：
２名欠席）で構成した。また、次回より新たに
委員となる速水氏（前 千代田化工建設（株））に
も参加いただいた。４名の申請者を面接後、各
審査員が、その結果を採点し、上位３名の候補
者を推薦した。なお、選考に当たっては、本奨
学金の趣意書にそって、経済的困窮度、博士課
程への意志、研究に対する申請者の寄与度を判
定基準にして、厳正な審査を行った。

　６月８日（木）の応用化学科教室会議にて、
この推薦結果を審議して、第２回の応化給付奨
学生が決定した。奨学生は、誓約書を提出し
て、応化会活動への積極的な寄与を約束した。

　この制度が、修士課程の学生で、博士後期課
程進学への強い意欲のある経済的に困窮する諸
君を援助する奨学金として定着するために、応
用化学科OB諸氏の一層のご支援をお願いする。

新博士紹介 2006年３月
申請者氏名 論文題目

井戸田　直和 『Interaction Control Thermorespnsive Intelligent Interfaces for Applications in Microfluidic Systems』
マイクロ流体システムへの応用を目指した温度応答性インテリジェント界面での相互作用制御

岡村　陽介 『Construction of Platelet Substitues Using Molecular ssembly and Evaluation of Their Hemostatic Effects in vitro and vivo』
分子集合を利用した血小板代替物の構築とin vitro, in vivo止血能評価

清水　貴弘 『A Study on Passive Direct Methanol Fuel Cells for Portable Electronic Devices』
携帯電子機器用パッシブ型直接メタノール型燃料電池に関する研究

寺田　昭彦 『Design of material surface for rapid biofilm formation and application to a membrane-aerated biofilm reacter for simultaneous nitrification and denitrificatoin』
バイオフィルム形成促進を可能にする材料表面の設計と硝化脱窒逐次反応用の膜曝気型バイオフィルムリアクターへの応用

福崎　英治 『Synthesis of Pseudo-two-dimensional Polyradicals and Their Spin Alignment at Room Temperature』
擬二次元拡張ポリラジカルの精密合成と室温スピン整列

向坊　仁美 『Deveiopment of Novel Sn Based Anode Materials for High Energy Li Ion Battery and its Analysis of Electrochemical Reactions』
高エネルギー密度リチウムイオン二次電池用の新規Sn系負極材料開発とその電気化学的反応解析

山本　健一郎 『Performance evaiuation of highly efficient membrane and mobule for hemodialysis』
高性能透析器および透析膜の性能評価に関する研究

中川　創太 『Development of Decomposition Process for Trace Quantities of Toxic Origanic Compounds in Wastewater Using Advanced Oxidation Processes』
促進酸化法による排水中の微量有害有機物質分解プロセスの開発

増田　直之 『Synthetic Studies on Novel Anti-HIV Compounds』
抗ＨＩＶ活性を有する新規化合物の合成的研究

足利　欣哉 『Study on Integration of Strontium-Bismuth-Tantalate Thin File Capacitors Performed by Sol-Gel Method』
ゾルゲル法によるストロンチウムビスマスタンタレート薄膜を用いたキャパシタのインテグレーションに関する研究

藤本　泰弘 『Synthesis of Silica-Based Nanostractured Materials from Organosilanes with a Cleavable Covalent Bond』
開裂可能な共有結合を有するオルガノシランからシリカ系ナノ構造材料の合成

望月　大 『Synthesis of Novel Ordered Silica Frameworks by Silylation of Layered Silicates』
層状ケイ酸塩のシリカ化による秩序構造を有する新ケイ酸骨格の合成

奨学金選考状況　第2回（2006年度）応化会給付奨学生

高橋　信行　君
（黒田研　Ｍ１）

伊部　武史　君
（西出研　Ｍ２）

三上　貴司　君
（平沢研　Ｍ２）
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　平成18年３月３日（金）新制８回同期会が今年
も大隈会館にて開催されました。出席者28名。
　卒業してから48年。まだ第一線で現役として
活躍しているものもおりますが、多くは仕事か
ら離れ自由気侭な生活に入っています。この同
期会は卒業後、一度も欠かさず、毎年開催して
きましたが、毎回必ず出席するような仲間の顔
が見当たらないと寂しい気持ちの上に、心配す
るような歳になりました。出欠の返信はがきが
会場におかれ、特に欠席者は近況報告を書くこ
とになっておりますので、それを見て安堵した
り、心配したり、長年の親しいお付き合いのな
か、仲間の健康や動静をいつの間にか気遣うよ
うになりました。
　久しぶりに出席した仲間や遠路参加してくれ
た仲間には皆も格別な歓迎の言葉を発し、良い

雰囲気が漂います。お互いの会話は尽きません
が、あらためて今回は前回欠席した８名の仲間
と名古屋から参加した牧野兼久君からの近況報
告をしていただきました。そして、一昨年から
応化会活性化委員会で奉仕活動をしている仲間
より応化会の最近の活動状況が紹介され、併せ
てこの同期会の仲間が年会費納入の面でも、奨
学金寄付についても多大の協力、支援をしてい
ることに感謝の意が表されました。
　その後、次回の幹事３名が選任され、恒例の
早稲田大学校歌を歌い上げ、写真撮影をし、閉
会となりました。今回の幹事は斉藤太嘉志、設
楽卓也、小松原道彦の３君でした。

（写真は出席者を３ブロックに分けて撮りまし
たので、それぞれを掲載します。）

卒業生近況：同期会

新制８回（昭和33年卒）同期会の開催報告

昭和37年度卒業のクラス会（3305会）が次の通
り開催されました。

　日時 ３月14日（火）18：00～21：00 
　場所 亀鶴庵（蕎麦屋） 
　出席者 34名（出席率、約57％）

　学科から平沢先生をご招待し同席いただきま
した。
　卒業後、本年で44年になり久方ぶりのクラス
会となりました。
　幹事の池内さんの司会で次の通り順次報告が
ありました。

　理工学部の機構改革などの動向について、平
沢先生よりご紹介いただきました。
　また、海外で活躍している小川さんより遺伝
子操作によるバイオ研究の最新動向についても
解説いただきました。
　応化会活性化委員会の活動状況の紹介もあり
会費納付及び募金への協力要請がありました。
　引き続いて、参加者全員から近況についての
紹介があり、３年ぶりのクラス会の開催に話が
弾み予定時間の20時30分を越えて、21時近くに
次期幹事として米田さんと森川さんを選出しま
した。
　平川さんの締めの挨拶に続いて小船さんの音

昭和37年度卒業のクラス会（3305会）開催
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　毎年５月開催のクラス会、今年は５月19日の
昼、まだ夏浅く緑目にしみる日比谷公園内「松
本楼」で30名の出席を得て開催されました。
　全員が２分30秒スピーチを致しました、定番
の健康の話もありましたが、趣味（碁、ゴルフ、
ダンス、カラオケなど）、ボランティア、仕事、
母校愛等々話題豊富で楽しい会になりました。
　メンバー、卒業時71名でしたが６名の方が逝
去され現在65名、内連絡の取れない方３名、欠
席理由が健康不良の方６名でした。メンバーが
増えることがない会です。全員古希を過ぎるこ
と年余ともなるとこんなことが気になります。
　クラスのメール普及率55％（36名）までにな
り、連絡、情報交換が便利になってきました
が、未だメールをクラスメートにオープンにし
ておられない方、koizumi@seaple.icc.ne.jpまで
ご連絡頂きたくお願いします。

　恒例の校歌斉唱スナップと全員の写真をご覧
ください。

昭和32年卒（新７回）応化クラス会報告

記念写真

校歌斉唱

頭で校歌を斉唱し散会となりました。魅力溢れ
る話題に富んだ和やかなクラス会でした。
 幹事：池内、長谷川、小倉
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　去る平成18年６月３日（土）に早稲田大学理
工学部大久保キャンパス内理工カフェテリアに
て、「2006年度　WECS（懇親会）」が開催され
ました。
　OB，逢坂・本間研究室学生、総勢120名が集
い大盛況に終えることができました。

ご来場くださいました皆様、誠にありがとうご
ざいました。
　来年も同じ時期に開催する予定ですので、今
回ご都合が悪く参加できなかった方も、来年ぜ
ひお越し下さい。

卒業生近況：同門会

2006年度　WECS（懇親会）　ご報告

　この集まりは、ここ５年ほど連続して毎年６
月の第二土曜日に開かれておりますが、今年
（H18年）も６月10日（土）に、場所も例年と同じ
有楽町ニュートーキョー“ラ・ステラ”におい
て、立食パーティー形式で開催されました。出
席者は、昭和21年卒業の大先輩から昭和48年卒
業の若手（？）までと幅広く、今年も総勢40名
の参加を得ました。この会ではアトラクション
として、各界からのゲストをお招きしています
が、今年は、アサヒビールOBの石橋潤一氏に
マジックショーをお願いしました。氏のユーモ
アあふれる独特の話術や、筒の中から次々とビ
ール瓶が出てくる妙技などを、一同笑いあり、
感嘆ありで、十分堪能することが出来ました。
　更に「石川先生思い出の写真ギャラリー」お
よび「応化会だより」の“石川先生を偲ぶ”
（昭和48年７月号）全17枚の拡大コピーの掲示
を特設しました。「写真ギャラリー」は、各人
秘蔵の合計12枚の写真をA4大に拡大しての展
示で、その中には、お若いころの石川平七先
生、田中甫先生が引率された、1956年夏の北
陸・新潟方面の工場見学の写真や、1963年に石
川先生が団長として参加された「海外化学工業
研究視察旅行」でクェートを訪問した時の貴重
な写真を見ることが出来ました。
　また、「応化会だより」の“石川先生を偲ぶ”
によって、参加者一同改めて先生の温顔を懐か
しく思い出すことが出来ました。石川先生は、

新潟県出雲崎のご出身で、“仏の石川”と言わ
れ、同郷の良寛さんを思わせるお方で、ご自分
のことを後回しにして、人の面倒を良く見てお
られました。同門の士が集まると、その包容力
のある暖かいお人柄に話題が及ぶのが常です。
会の方は、宮本幹事の軽妙な司会で、大先輩伊
藤政勝さん、奥田建郎さんなど何名かの方によ
るスピーチをはさんで、S34年卒組のリードに
よる研究室伝統の替え歌、S44年卒の大根田厚
さんの音頭による校歌斉唱と進行し、出席者全
員での記念撮影の後、２時間あまりの同門懇親
の集いはお開きとなりました。和気藹々という
言葉がピッタリの本会ですが、年齢層を越えた
懇親を一層深めるために、若手幹事を増員し
て、今後益々楽しい集まりにしていくよう幹事
一同決意を新たにいたしました。
　来年もまた諸先輩方や同期生に会うことを楽
しみにしております。また、石川研出身者でな
くても、石川先生にお世話になったとか、先生
のお人柄に今も慕っているなどのよい思い出を

石川研究室同門懇親の集い

お持ちの方であ
れば、この会に
参加されること
大歓迎致します
ので、下記幹事
にご一報頂ける
と幸甚です。

WECS　－Waseda Electrochemical Society－
（吉田・逢坂・本間研究室OB会）
　　　　　　*2001年度より、WEC会を「WECS」と改名いたしました。
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旧制、燃料卒業生

木下　巌（昭和16年卒・旧22回）
　酒井清孝先生、91才ともなり、ワセダの色々
な想い出を大分忘れるようになってきました。

応化会報を見るのが唯一の楽しみです。みなさ
ん、ワセダの好さを絶対に忘れないで下さい。
村井資長先生は忘れません。ワセダも遠くにな
って行かれず御免なさい。 

卒業生近況：その他の会員便り（会員短信）

卒業生近況：趣味の会（早稲田応化会 品川囲碁クラブ）

第十八回６月度月例会の報告：平成18年６月３日（土）
　今月も常連が集い、和気藹々の対局が続い
た。囲碁との係わり合いが学生時代あるいはそ
れに準じ、棋力の高いメンバーが多いのがこの
部会の特徴であるが、初級者への指導碁のレベ
ルも中々である。
　対局終了後、懇親会に移るタイミングに、い
つも興味ある話題を提供される工藤飛車、平林
浩介両氏が現れ、ワインの席が大いに盛り上が
った。
　特に、今や伝説化している早稲田の誇る囲碁
名人「村上文祥先輩」について学生時代囲碁部
からの長いお付き合いをされた工藤氏からいろ

いろな秘話がご披露された。
　プロ棋士と互角といわれた飛びぬけた棋力を
有する他、人から好かれる人格、家族思いであ
り、荏原製作所（株）の副社長を勤められ、社
長直前まで行かれた文武両道の人だったとの事
である。
　最後に７月度「伊東・研修旅行」のスケジュ
ール等を確認してお開きとなった。

出席者・工藤、速水、平林、水瀬、平田、堀
井、鶴丸、豊田、吉田、岡本
 ─岡本記─

　応化会活性化委員会・河野交流会委員（新14）
の御世話でニチレキ社「池田庵」を利用し、初
の一泊二日の月例会を催した。池田庵は、伊東
の一碧湖湖畔にあり、隣接して「池田20世紀美
術館」がある緑豊かな、静かな庵である。
池田庵管理人が４段の腕前で、碁盤、碁石等準
備万端整えて頂いた。
　12時30分伊東駅集合、昼食後、14時に入寮、
水瀬氏準備の棋力別持点表に沿って総当たり戦
の火蓋が切って落とされた。
　大きな鯉が悠然と泳ぐ池、見事に管理された
日本庭園に囲まれた和室で打つ石の音が響く。
正に囲碁の醍醐味である。

水瀬氏が一人抜け出し、対局を全勝で飾った。
堀井氏も絶好調で、対局者に悲鳴を上げさせて
いた。
　夕食後は残りの対局、翌朝も引き続き対局、
庵の管理人も忙しい中、参加頂いた。対局終了
後、隣接した池田美術館を見学。20世紀を代表
する画家達の作品に癒され、帰途に着いた。

出席者：速見、平林、水瀬、鶴丸、堀井、吉
田、豊田、岡本
 ─岡本記─

第十九回７月度月例会の報告：平成18年７月１日（土）

現在の幹事：柳澤亘（33）、中西昭満（34）、奥川実
（36）、飯塚俊一（39）、加藤喜隆（39）、神戸正樹
（39）、野際基実（39）、井上徹裕（40）、窪田信行

（40）、比留間哲生（40）、宮島猛男（41）、宮本明彦
（41）、佐藤文昭（47）、室賀五郎（42・記）
カッコ内の数字は学部卒業昭和年
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西山　尚男（昭和21年卒・旧27回）
　元気ですが、昨年口腔内手術の後遺症で構音
不良、難聴となりました。趣味の油絵は毎日描
いて居ります。

新制卒業生（１回～10回）

山田　文昭（昭和29年　大02回）
　お蔭様にて元気でおります。武蔵野地域自由
大学に参加して市内の大学で、現在、経済学や
生物化学などの勉強をしています。

佐野　和夫（昭和27年卒・新２回）
　元気ですが、多忙で困っております。

山内　清三（昭和30年卒・新５回）
　年齢と体調と相談しながら、区民会議委員
（ボランティア）を始めとし、ウォーキングの
会、写真同好会学友とのゴルフの会等で余生を
健康的に楽しんでおりますが、頭の回転と体力
の衰えを感じる様になりました。諸兄のご健闘
を祈ります。

西村　孝雄（昭和32年卒・新７回）
　顧客は主として外国企業であり、外貨獲得に
貢献しています。

新制卒業生（11回～20回）

戸波　宗彦（昭和36年卒・新11回）
　日立科学館（日立宇宙少年団）でサイエンス
ボランティア、ワセフルでのオーケストラ活動
をはじめ、ゴルフ、旅行と元気にやっております。

平川　揚二（昭和37年卒・新12回）
　経過観察中の病気があり、毎月検査のため通
院が必要で、いささか不本意な生活をしていま
す。都合と体調の許す範囲で応化会の活動に参
加したいと考えております。

高野　敏明（昭和38年卒・新13回）
　ボランティア活動に加えて町内会役員を仰せ
つかり、「どうやって時間をつぶすか」などと
いう議論をする暇はありません。「精いっぱい
生きよ」というお天道様のご慈悲に感謝して定
年退職６年生の日課をこなしています。

中嶋　隆吉（昭和39年卒・新14回）
　2001年１月末に脳出血で倒れ、現在もリハリ
ビ中です。気力は元気で、定年後の趣味として
ホームページ「紙への道」を開設中です。どう
ぞご覧ください。

戸叶　浩敬（昭和40年卒・新15回）
　平成17年12月で、外向きの仕事をすべて退任
し、家内（自分）の雑事に専念することにしま
したので、貴応化会も脱会させて頂きます。大
変お世話になりました。

宮岡　寛（昭和41年卒・新16回）
　昨年は長男、長女が結婚し、孫ができたり同
居の母が介護状態になり色々対応するなど、家
族内に変化が多い年でした。

鶴岡　洋幸（昭和43年卒・新18回）
　定年を前に、通っていた国立大学法人の「社
会人大学院」に勤務を続けることになって、21
世紀COEプログラムの科学技術開発戦略セン
ター研究員と就職カウンセラーの仕事を始めて
おります。慣れない仕事ですので皆様の情報が
ありがたく宜しくお願い致します。

新制卒業生（21回～30回）

有山　達郎（昭和48年卒・新23回）
　この４月、東北大学多元物質科学研究所に教
授として移りました。今後も鉄と環境の研究を
続けていく所存です。

有賀　元廣（昭和48年卒・新23回）
　青雲の　うすく消えゆく　春の空　早稲田は
遠し　夢の彼方に 
西北の　土地を選びて若者と　ぶどうを植えて   
三十余年 

長谷川　悦雄（昭和48年卒・新23回）
　昨年、成書「有機エレクトロニクス」を著し
ました。高分子学会編集委員会の書評が会誌
「高分子」に載り、好評を得ています。

竹内　亮（昭和51年卒・新26回）
　長女が今年大学生になりました。子どもの成
長をあらためて考えると、年月の重さを感じま
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す。自分自身も仕事を通して「日々勉強」を心
がけていきたいと思います。

木村　賢一（昭和54年卒・新29回）
　同期（内田、藤原、庄司）メンバーと久しぶ
りに会い、変わっていて変わっていない様子に
安心し、また昔（学生時代）を思い出しまし
た。会のますますの発展を祈念しております。

新制卒業生（31回～40回）

貝沼雅人（昭和59年卒・新34回）
　人事採用業務も２年目となりました。今年は
売り手市場の中で、優秀な早大生内定を増やす
ために大学訪問の回数が増えました。

里川　重夫（昭和61年卒・新36回）　
　４月から成蹊大学理工学部物質生命工学科の
教員に着任しました。分野の研究と教育を行っ
ております。

中野　哲也（昭和62年卒・新37回）
　６年間の単身赴任生活におさらば致しまし
た。四月よりまた大阪の地で頑張っております。

吉見　靖男（平成２年卒・新40回）
　４月からキャンパスが豊洲に移転しました。
ようやく落ち着いてきたところです。脳をター
ゲットとした新しいテーマをボストン大学医学
部と起ちあげています。

新制卒業生（41回～）

福田　誠（平成３年卒・新41回）
　今春（06年４月）、旭化成メディカル（株）
を退職し、姫路獨協大学に勤務することとなり
ました。心気一転、、まずは第一期生が卒業後
活躍できるよう尽力する所存でございますの
で、今後もかわらぬ皆様のご指導をお願い申し
上げます。

荻野　久美子（平成３年卒・新41回）
　今年１月末に、宿舎の都合により転居しまし
た。勤務先は昨年よりさいたま市にあります陸
上自衛隊化学学校研究部に異動になっており、
この４月で２年目を見変えました。会の盛会を
心よりお祈り申し上げます。

今井　賢樹（平成６年卒・新44回）
　早いもので入社13年目を迎えました。先日、
南千住のマンションを購入し、来年３月の完成
が楽しみです。

高橋　雅典（平成12年卒・新50回）
　2006年４月の千葉マリンスタジアムの指定管
理者移行作業もぶじおわり、プロスポーツの経
営安定化と公共財としての役割を担うための第
一歩が踏み出せました。ミュージアムの展示で
は応化OBの前田さんと一緒に仕事するという
偶然にもめぐまれました

内海　孝信（平成12年卒・新50回）
　臨床研修医として日々を充実しております。
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　2006年４月。応用化学科は178名（例年比約
10％増）の新入生を迎え入れた。これから始ま
る大学生活に大きな希望とかすかな不安と抱く
新入生。そんな新入生に大学生活の不安の解消
と方向付けを行い、一生涯の付き合いにもなる
であろう友人との輪を広げる機会を提供する、
これがオリエンテーションである。
　私たち学生委員は、１年生担任の松方先生、
本間先生のご指導の下、チーフの角野淳一（B3）、
会計の前田逸美（B3）を中心として１月からオ
リエンテーションの準備に取り掛かった。大成
功であった昨年度オリエンテーションのマイナ
ーチェンジを行い応化オリエンテーションの完
成版を目指す、これを今年度のテーマとした。
全ての新入生にとって有意義な時間となるよ
う、一人一人に焦点を当て、各行事を細部にま
でこだわり企画。そうして出来上がったのが今
年度オリエンテーションである。迎えた４月28
日（金）～29日（土）、本番。軽井沢セミナー
ハウスにおける、かけがえのない２日間の思い
出を振り返らせていただきたいと思う。 

４月28日（金）。
　東京は雲の多いすっきりと
しない空が広がる。前日の天
気予報では、スポーツ大会実
施予定の29日は降水確率60％
の軽井沢。天候に一抹の不安
を抱きながらの出発となっ

た。ところが軽井沢に近づくにつれ、天候は快
復の兆しをみせる。「皆さんの元気が太陽に届
き……」というお決まりの文句が頭をよぎる
中、軽井沢セミナーハウスに無事到着。コンク
リートジャングル東京を抜け出し、心も体も開
放的になれるこの軽井沢という地で大いに交流
を深めてもらいたい。そう切に願う中、オリエ
ンテーションは始まった。 
　15時ガイダンス終了後、教員・助手の方々を
交えた交流の場であるグループミーティング

（以下ＧＭと略す）１を開催。昨年同様、前半
と後半の２つに新入生を分け、教員１名に対
し、新入生８～９名と小規模化。GM1の前に
は新入生同士での話し合いの場を設け、発言し
やすい雰囲気を作った。
　熱心に先生の話に聞き入る新入生や、ここぞ
とばかりに積極的に発言する新入生が多く、後
輩を頼もしく思うと同時に新入生のもつエネル
ギーに感化されている自分に気づいた。このと
きの熱い思いを忘れずに、勉学に励んでほしい。

　夕食後には、参加していただいた補助学生を
交えての交流の場GM2を開催。今年度はGM2
の進行をスムーズにする為、学生委員と補助学
生の夕食を弁当にし顔合わせを行った。GM2
では勉学の事のみならず、４年間の大学生活で
しておいた方が良い事等を先輩として伝え、新
入生からの質問に答えることで様々な不安を解
消していった。GM2終了後の１年生は、先輩
方に数年後の自分に思いを馳せたのか、希望に
満ちていた瞳はさらに輝きを増していたように
感じた。

４月29日（土）。
　皆の元気が太陽に届いたの
か、抜けるような紺碧の空の
下、オリエンテーション２日
目のスポーツ大会が始まっ
た。今年度は個人種目をなく
し、サッカー、ソフトボール、

ドッヂボール、バレーボールの各種目と、昨年
度に取り入れた綱引きを全体種目の恒例行事と
して開催。
　４つの中から各自希望種目に分かれてもら
い、１時間半汗を流し、その後綱引きを開催。

学生部会活動近況
新入生オリエンテーション（2006）

学生委員委員長　堀之内達也

ガイダンス
真剣な眼差し！！

GM1 GM1GM1の合間に

気合だ～



43

各種目とも大いに盛り上がりをみせたが、中で
も綱引きは皆がそれぞれチーム毎にまとまり、
最も盛り上がりをみせた。今年度は、新入生８
チームでトーナメントを行い、優勝チームには
教員・助手・補助学生・学生委員からなるスペ
シャルチームとのエキシビジョンマッチを用意
した。エキシビジョンマッチの結果は１勝１敗
の引き分け。スペシャルチームが圧倒的な強さ
をみせ、１勝。これに対し新入生が負けじと団
結。若いパワーをみせつけた

　綱引き終了のアナウンスとともに沸き起こっ
た盛大な拍手は、新入生のみならず、参加して
いただいた教員、助手、補助学生の方々を含め
た応用化学科全体がひとつになった証。応用化
学科の先輩として新入生に贈るエールと、それ
をしっかりと受け止めた新入生の、期待に答え
ようとする意志の表れ。早稲田応用化学科で送
る日々。自然と手を叩いた、このときの気持ち
を忘れずに成長していって欲しい。

　昼食をとり、東京へ帰るバスに乗り込む皆の
爽やかな笑顔は、この２日間の有意義さを物語
っていたように思った。こうしてオリエンテー
ションは無事、大成功で終了した。
　今回、学生委員代表として企画・運営を行っ
たオリエンテーション。今年度は新入生、学生
委員の人数が特に多く、軽井沢セミナーハウス
までの交通手段を確保する際にたくさんの先生
方、先輩方にご協力いただいた。様々な場面で
皆様のお力添えをいただき、オリエンテーショ
ンを成功させる事ができ喜びと感謝の思いで一
杯である。この場をお借りして御礼申し上げた
いと存じます。先生方を始め、助手の方々、補
助学生の方々、学生委員そして新入生の皆さ
ん、本当に有難うございました。バレーボール ドッジボールサッカー

綱引き　準備万端
気合十分！！！

エキシビジョンマッチ
よーい……

綱引き　どっちが
勝つ！！

スタッフ
（先生、学生委員、補助学生）

無邪気な１年生
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2006年度定期総会報告

開催日時　2006年５月22日（月）（午後4:30～5:20）
開催場所　大久保キャンパス
　　　　　（理工）62号館Ｗ1階　大会議室
出 席 者　59名

　里見会長の挨拶があり、特にこの２年間での
30数名の応化会活性化委員の献身的ボランティ
ア活動で応化会がおおいに活性化されてきた
が、この活動が成功するためには、さらにこの
後の２年間が勝負の年になるであろうと関係者
にたいしての感謝の挨拶がなされた。その後引
き続いて平沢庶務理事の司会により、下記の議
案が諮られた。

議案：１．2005年度事業報告
　　　２．2005年度収支決算承認の件
　　　３．監査報告
　　　４．2006年度事業計画並びに予算承認の件
　　　５．早稲田応用化学会活性化委員会報告
　　　６．役員一部改選の件
　　　７．平田名誉教授表彰
　　　８．その他

議事：総会に先立ち開催された2006年度第１回
役員会にて得た議案につき審議した。

１．2005年度事業報告の件
平沢庶務理事より2005年度の事業の報告が配
布資料に沿って説明され､承認された。

２．2005年度収支決算報告の件
本間会計理事より、2005年度決算について報
告された後、本田、佐藤会計監事より決算に
誤りのないこと報告がなされ、承認された。
質問事項として、2005年度では雑収入の中の
企業ガイダンス年度会費の一部が記事掲載前
に収入になっているので、次年度以降から
は、このような場合預かり金扱いにすべきと
の意見があり、2006年度ではそのように処置
することとする。

３．2006年度事業計画並びに予算案承認の件
配布資料に基づき2006年度の事業計画が平沢
理事より、続いて本間理事より事業計画に基
づいた予算案が説明提案され、承認された。

４．早稲田応用化学会活性化委員会報告
中川活性化委員会委員長より、資料に基づき
活動報告がなされた。

５．役員改選
理事の改選が提案され承認された。続いて応
化会長指名の評議員が報告された。今後の応
化会活動を支えて頂くべく、年次、同門、学
生の各評議員は併せて、188名となった。

６．平田名誉教授表彰
昨年早稲田大学応用化学科をご退任された、
平田　彰名誉教授に対して、応化会から表彰
を行った。

2005年度会計報告

収支決算表
（自2005年４月１日　　至2006年３月31日）

単位：円
収入 支出

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額

前年度繰越金 1,035,722 1,035,722 会報費 3,000,000 1,282,114

正有志会員会費 5,800,000 6.885,900 名簿発送費費 0 8,840

学生会員会費 1,100,000 1,403,250 集会費 300,000 389,211

寄付金 0 0 学生部会費 250,000 243,352

利息 5,000 3,518 調査連絡費 100,000 0

雑収入 621,278 928,500 集金費 200,000 146,959

運営資金取り崩し 4,000,000 4,001,967 支部費 150,000 0

用品費*1 100,000 86,380

事務費 4,300,000 4,301,734

雑費 1,030,000 1,015,750

活性化費*2 2,562,520 2,390,885

予備費 569,480 0

（合計） 12,562,000 14,258,857（合計） 12,562,000 14,258,857

*1　消耗品、リース料　相当
*2　活性化委員会　　　　　 22,735
　　基盤強化委員会　　　　546,109
　　広報委員会　　　　　1,374,822

　　交流委員会　　　　226,882
　　募金委員会　　　　220,337

会務・会計報告
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貸借対照表
（2006年３月31日現在）

単位：円
借方 貸方

摘要 金額（円） 摘要 金額（円）

現金 10,079 運営資金 2,968,033

未払い金 29,960

郵便振替 262,780 基金 1,890,000

銀行普通預金（利息） 293,769 名簿刊行積立金 1,050,000

銀行普通預金 2,748,983 前納会費預り金 4,869,008

銀行定期預金 11,885,022

郵便貯金定期預金 0 次期繰越金 4,393,632

（合計） 15,200,633（合計） 15,200,633

2006年度予算案
（自2006年４月１日　　至2007年３月31日）

単位：円
収入 支出

摘要 金額（円） 2005年度実績 摘要 金額（円） 2005年度実績

前年度繰越金 4,393,632 1,035,722 会報費 1,925,000 1,282,114

正有志会員会費 6,000,000 6,885,900 名簿作成費 0 8,840

学生会員会費 1,100,000 1,403,250 集会費 300,000 389,211

利息 3,000 3,518 学生部会費 250,000 243,352

名簿発行賛助金 200,000 388,500 手数料 200,000 146,959

雑収入 500,000 540,000 支部費 150,000 0

運営資金取り崩 0 4,001,967 消耗品費 80,000 69,580

リース代 20,000 16,800

事務費 3,500,000 4,301,734

雑費 50,000 1,015,750

基盤強化委員会 507,000 （4委員会合計）

広報委員会 900,542 2,390,885

交流委員会 610,000

募金委員会 78,000

予備費 200,000

次期繰越金 3,426,090 4,393,632

（合計） 12,196,632 14,258,857（合計） 12,196,632 14,258,857

応用化学会　役員

2006～2007年度

会長
里見　多一

副会長
中川　文博　　　平沢　泉

監事
本田　尚士　　　佐藤　一男

役付理事

庶務
窪田　信行　　　木野　邦器

編集
平中　勇三郎　　藤本　瞭一　　松方　正彦

会計
福島　騏一　　　本間　敬之

理事（学外）
下井　将惟　　　坪井　彦忠　　　大林　秀仁
鶴岡　洋幸　　　長谷川　吉弘　　赤田　正典
津田　信吾　　　山崎　信幸　　　内田　悟
藤城　光一

理事（学内）
菊地　英一　　　酒井　清孝　　　竜田　邦明
逢坂　哲彌　　　西出　宏之　　　黒田　一幸
清水　功雄　　　桐村　光太郎　　菅原　義之
武岡　真司

事務局長
森川　忠正

ysub
四角形
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旧19 尾立　維恒
旧22 栗山　秀弥
　 小場　豊次
旧23 種村　哲哉
旧28 大原　定夫
旧30 遠山　俊二郎
旧31 有田　士朗
旧32 上田　忠雄
燃02 福士　三郎
燃03 手嶋　精一
燃04 高宮　信夫
燃05 白崎　正彦
燃06 赤林　宏
燃07 藤田　耕平
新01 加藤　弘
　 羽白　昌平
新02 古平　通雄
　 堤　　行正
新03 木邑　隆保
　 手塚　七五郎
　 村上　義八郎
新04 橋本　幸雄
　 村田　孝雄
新05 小松　嵩
　 嶋根　政彦
新06 川上　敞
　 原　　富啓
新07 徳本　明俊
　 牧野　貞夫
新08 大矢　英男
　 柳澤　亘
新09 小島　健正
　 並木　俊之助
新10 野元　成晃
新11 小田　裕司
　 奥川　實
　 松山　喜昭
新12 石橋　暉彦
　 平川　揚二
新13 下井　将惟
　 相馬　威宣
新14 小川　弘
　 河野　恭一
新15 有居　晃
　 桜井　博
　 古谷　敦
新16 植木　彰
　 遠藤　茂昭
新17 石井　利典

年度別評議委員（兼務あり）

　 植村　政彦
　 大林　秀仁
　 金子　四郎
新18 金山　溢
　 村岡　猛
新19 井上　健
　 廣谷　修
　 星野　雄之輔
新20 朝山　恒男
　 小柳　純夫
　 竹林　絜矩
新21 内田　洋
　 大井　寛
　 松本　孝一
新22 黒田　美雄
　 柴田　実
　 三根　孝一
新23 秋山　勤
　 有山　達郎
　 米原　祥友
新24 秋宗　淑雄
　 黒田　一幸
　 松田　文彦
　 山崎　誠二郎
　 山瀬　幸雄
新25 秋元　秀司
　 藤沢　一喜
　 山崎　隆史
新26 尾上　薫
　 齋藤　哲次
　 長嶋　則雄
　 米田　潤三
　 長谷川清
新27 青沼　修司
　 中嶋　慶八郎
　 永井　博彦
　 中西　光
新28 池田　和正
　 吉田　利彦
新29 内田　悟
　 加藤　雅之
　 高橋　豊彦
新30 安達　博治
　 飯田　一郎
　 鵜木　正夫
新31 鵜浦　博之
　 久保　昭一
　 保谷　尚登
　 山崎　康夫

新32 土肥　英幸
　 横山　広幸
　 吉岡　浩
新33 市川　修治
　 岡部　正明
　 岡部　豊
　 桐村　光太郎
　 前川　敏彦
新34 下村　啓
　 町野　彰
　 荒木　重雄
新35 淺沼　稔
　 安達　昌文
　 柳澤　恒夫
新36 相田　冬樹
　 井村　正寿
　 大森　美樹
新37 小笠原啓一
　 坂本　哲郎
　 馬部　健
新38 飯島　正俊
　 高野　直幸
　 橘　　正人
　 本田　淳
新39 種子島宰
　 丸山　洋一郎
新40 天谷　努
　 上田　謙
　 中尾　啓輔
　 府川　真
新41 荻野　久美子
　 竹下　隆顯
　 永田　勉
新42 荒井　由高
　 市場　洋之
　 大迫　仁志
新43 小倉　賢
　 中島　隆行
　 小森　新一
新44 大塚　佐和子
　 山本　七重
　 前山　孝二
新45 青柳　里果
　 木津　巧一
　 柴田　克亮
新46 五十嵐崇訓
　 今井　隆浩
　 大西　貴幸
新47 佐々木康文

　 那須　育雅
　 美里　賢史
新48 佐藤　利行
　 中谷　圭吾
　 田中　正樹
新49 岡戸　慶也
　 丹羽　大介
　 山縣　伯彦
新50 遠藤　文子
　 金井　勇治
　 佐藤　裕崇
　 吉江　幸子
新51 木野　はるか
　 蔵方　慎一
　 栃原　平祐
新52 久保　暢宏
　 三崎　正之
　 森　　勇介
　 岡村　陽介
新53 青木　映子
　 中野　裕子
　 原　　克実
　 細田　幸希
新54 荻野　真澄
　 庄司　雅己
　 森松　孝之
新55 城谷　幸助
　 萩原　快朗
　 藤本　高義
　 松田　研
新56 丹藤　文彰
　 福原　佳樹
　 三浦　克吉
新57 塚田　孝高
　 米山　依慶
　 若林　隆太郎
新58 角野　淳一
　 河北　圭人
　 堀之内達也
新59 榊原　孝記
　 重藤　真由美
　 山鹿　桐子
新60 足立　智信
　 息　　えりか
　 李　受慧

同門会選出評議員
 細川　誠二郎
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逝去者
天海　孝　殿（旧27回）　2006年１月14日
森田　義郎殿（旧24回）　2006年２月19日
村井　資長殿（旧13回）　2006年３月31日
三浦　良一殿（工経14回）2006年６月22日
松田　毅　殿（新11回）　2006年６月

平山　秀二殿（新15回）　2006年８月22日
沢田　佳克殿（新24回）　2006年９月７日
長谷川　宏殿（旧27回）
杉本（旧姓荒津）美穂子殿（新30回）
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　皆様には日頃より応用化学会の運営につきご協力賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方には応化会の会費をお納め頂いていることご高承の通りですが、会費納入に際し「会費自
動支払制度」をご利用頂くと、会費納入に際し郵便局へお出かけ頂く必要もなく、且つ年会費が
2,850円となります。この際の「会費自動支払制度」への登録を応用化学会事務局を通してお願い
致します。本制度の特徴は以下の通りです。
（１）毎年４月18日に自動的に指定口座から引落しとなります。
（２）全国の都市銀行、主要な地方銀行、信託銀行及び全国郵便局等の口座から自動支払が利用

頂けます。
（３）本制度をご利用頂いた場合には、年会費は年額2,850円となります。
　尚、手続きについては、事務局までご連絡下さい。
　　応用化学会事務局　　TEL：03－3209－3211（内5253）
　　　　　　　　　　　　FAX：03－5286－3892
　　　　　　　　　　　　Eメール：oukakai@kurenai.waseda.jp

「会費自動支払制度」登録のお願い

個人情報保護の基本方針と細則制定の記事の補足
　会員から文書による個人情報の利用停止の請求があった場合は、次の取り扱いとします。希望の
場合は事務局にその旨、郵便・ファックス・電子メールのいずれかでご連絡ください。
１．会員名簿への掲載の停止
会員名簿には、会員種別・卒業年次・卒業研究室名・氏名（旧姓を含む）・自宅現住所・自宅電
話番号・自宅ファックス番号・勤務先名称・勤務先所属・勤務先電話番号・勤務先ファックス番
号が掲載されますが、会員種別･卒業年次･氏名以外の全部または一部の掲載を停止します。
２．他の会員への開示または提供の停止
他の会員から照会に対して、名簿掲載内容以外の個人情報（電子メールアドレスが該当）の開示
または提供を停止します。



　本号は、ご指導頂きました村井資長先生と森田義郎先生の
追悼号となりました。
両先生は私達の大先輩でした。
あらためてお二人の御冥福を心からお祈り申し上げます。

　両先生のご指導を受けましたのは、西早稲田キャンパスの
９号館と14号館でした。本号の藪野先生の挿絵は、当時の13
号館です。14号館は当時のままですが、13号館は現在見あた
りません。一体どうなったのでしょうか？

　さて、応用化学会事務局で２年間ご活躍されてきた小泉宗
栄さんから、６月より業務を引き継ぐ事になりましたので、
宜しくお願いいたします。
　紙面をお借りして、若干自己紹介をさせて頂きます。
新12回生で、応用化学科を昭和37年に卒業いたしました。
東洋紡績㈱の堅田研究所（琵琶湖畔）から大阪の本社技術部
で勤務の後、故あって（財）日本規格協会に移りました。
　協会ではJISの原案作成、品質管理の講習、ISO/IECの対
策業務を行い、本年３月末まで、ISO9000即ち「品質マネジ
メントシステムの審査員評価登録」の事業に携わっておりま
した。少しでも応用化学会へ貢献出来ればと考えております
ので、どうぞ宜しくご指導・ご支援下さるようお願いいたし
ます。 （森川）
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